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１．調査概要 

Ⅰ．調査の目的 

本調査は、本市水道事業が、市民の皆様に身近な「地域の水道」として信頼さ

れる健全な水道事業運営を推進していくため、市民の皆様の水道に対する考え、

ニーズ並びに水道部の取組に対する満足度等を把握し、水道事業の各施策に反映

させることを目的として実施するものである。 
 

Ⅱ．調査方法 

 今回調査 前回調査 前々回調査 

１）調査地域 吹田市全域 

２）調査対象者 市内在住の18歳以上85歳未満の市民2,000人 

３）調査期間 令和６年９月19日

（木）～10月10日

（木） 

令和４年9月1日

（木）～9月21日

（水） 

令和2年10月28日

（水）～11月27日

（金） 

４）調査方法 住民基本台帳から無作為で層化抽出した市民に調査票・回答

用紙・調査のＱ＆Ａを郵送配布し、郵送にて回答・回収を実

施 

ＷＥＢによる回答・回収も実施 - 

調査期間中に「督促（お礼）ハガキ」を郵送 
 

Ⅲ．調査票の回答結果 

１）今回調査、前回、前々回調査の回答結果 

 配布数 郵送回答数 WEB回答数 回答数計 回答率 

今回調査 2,000票 714票 307票 1,021票 51.1％ 

前回調査 2,000票 704票 350票 1,054票 52.7％ 

前々回調査 2,000票 1,158票 - 1,158票 57.9％ 
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２）性別・年齢別・地域別の回答結果 

① 市人口（母集団）と回答者の構成比の比較 

<算出条件> 

母集団：令和6年(2024年)6月30日現在、18歳以上85歳未満の吹田市在住者 

（304,732人） 

回答者：アンケート回答者1,021人から、性別・年齢別・地域別の設問に無回答

（性別は「答えたくない」を含む）の回答者を除外した人数（994人） 

 

「差の割合」の算定式＝（回答数の構成比/人口の構成比-1）✕100 

 

 

   

表　人口と回答数の構成比（合計）

市人口の構成比（％） 1.66 1.31 1.36 1.74 1.17 2.01 9.25
回答者の構成比（％） 0.70 0.91 1.31 1.71 1.71 2.31 8.65
差の割合（％） ▲ 57.8 ▲ 30.5 ▲ 3.7 ▲ 1.7 △ 46.2 △ 14.9 ▲ 6.5
市人口の構成比（％） 2.61 2.20 2.48 2.70 1.80 2.81 14.60
回答者の構成比（％） 1.41 1.51 2.72 2.62 2.72 3.32 14.29
差の割合（％） ▲ 46.0 ▲ 31.4 △ 9.7 ▲ 3.0 △ 51.1 △ 18.1 ▲ 2.1
市人口の構成比（％） 4.60 3.92 3.51 3.52 1.92 2.61 20.09
回答者の構成比（％） 2.11 2.92 2.82 3.62 2.62 3.82 17.91
差の割合（％） ▲ 54.1 ▲ 25.5 ▲ 19.7 △ 2.8 △ 36.5 △ 46.4 ▲ 10.9
市人口の構成比（％） 2.74 2.64 3.22 3.36 2.23 2.89 17.09
回答者の構成比（％） 1.91 1.71 3.22 3.72 2.82 3.92 17.30
差の割合（％） ▲ 30.3 ▲ 35.2 △ 0.0 △ 10.7 △ 26.5 △ 35.6 △ 1.2
市人口の構成比（％） 3.05 2.72 4.07 4.36 2.86 4.50 21.55
回答者の構成比（％） 1.91 2.92 3.82 3.72 4.02 6.74 23.14
差の割合（％） ▲ 37.4 △ 7.4 ▲ 6.1 ▲ 14.7 △ 40.6 △ 49.8 △ 7.4
市人口の構成比（％） 2.11 2.14 3.16 3.60 2.56 3.86 17.42
回答者の構成比（％） 1.51 1.91 2.92 3.52 3.82 5.03 18.71
差の割合（％） ▲ 28.4 ▲ 10.7 ▲ 7.6 ▲ 2.2 △ 49.2 △ 30.3 △ 7.4
市人口の構成比（％） 16.76 14.93 17.80 19.29 12.54 18.67 100.00
回答者の構成比（％） 9.56 11.87 16.80 18.91 17.71 25.15 100.00
差の割合（％） ▲ 43.0 ▲ 20.5 ▲ 5.6 ▲ 2.0 △ 41.2 △ 34.7 △ 0.0

注：各割合は市人口総数及び回答者合計を母数としている
※▲はマイナス、△はプラス
※年齢別・地域別の「不明」及び「無回答」は除く
※性別の「答えたくない」「無回答」は除く

千里NT・万博・
阪大

合計

千里山・佐井寺

50歳以上
60歳未満

60歳以上
70歳未満

70歳以上
85歳未満

計

JR以南

18歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

40歳以上
50歳未満

片山・岸部

豊津・江坂・南吹
田

山田・千里丘



3 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

表　人口と回答数の構成比（男性）

人口の構成比（％） 0.81 0.65 0.69 0.86 0.60 0.86 4.47
回答数の構成比（％） 0.30 0.30 0.50 0.80 0.80 0.91 3.62
差の割合（％） ▲ 63.0 ▲ 53.8 ▲ 27.5 ▲ 7.0 △ 33.3 △ 5.8 ▲ 19.0
人口の構成比（％） 1.31 1.10 1.22 1.34 0.88 1.22 7.07
回答数の構成比（％） 0.70 0.60 0.91 0.80 1.31 1.51 5.84
差の割合（％） ▲ 46.6 ▲ 45.5 ▲ 25.4 ▲ 40.3 △ 48.9 △ 23.8 ▲ 17.4
人口の構成比（％） 2.31 2.01 1.76 1.83 0.97 1.13 10.00
回答数の構成比（％） 0.60 1.11 1.11 1.61 0.91 1.61 6.94
差の割合（％） ▲ 74.0 ▲ 44.8 ▲ 36.9 ▲ 12.0 ▲ 6.2 △ 42.5 ▲ 30.6
人口の構成比（％） 1.37 1.26 1.55 1.60 1.06 1.27 8.12
回答数の構成比（％） 0.70 0.40 1.51 1.51 1.11 1.61 6.84
差の割合（％） ▲ 48.9 ▲ 68.3 ▲ 2.6 ▲ 5.6 △ 4.7 △ 26.8 ▲ 15.8
人口の構成比（％） 1.52 1.30 1.93 2.09 1.34 1.99 10.16
回答数の構成比（％） 1.01 1.01 1.51 1.61 1.71 3.12 9.96
差の割合（％） ▲ 33.6 ▲ 22.3 ▲ 21.8 ▲ 23.0 △ 27.6 △ 56.8 ▲ 2.0
人口の構成比（％） 1.01 0.97 1.49 1.66 1.19 1.55 7.86
回答数の構成比（％） 0.70 0.80 1.01 1.51 1.21 2.21 7.44
差の割合（％） ▲ 30.7 ▲ 17.5 ▲ 32.2 ▲ 9.0 △ 1.7 △ 42.6 ▲ 5.3
人口の構成比（％） 8.33 7.27 8.66 9.38 6.03 8.01 47.68
回答数の構成比（％） 4.02 4.23 6.54 7.85 7.04 10.97 40.64
差の割合（％） ▲ 51.7 ▲ 41.8 ▲ 24.5 ▲ 16.3 △ 16.7 △ 37.0 ▲ 14.8

表　人口と回答数の構成比（女性）

人口の構成比（％） 0.85 0.66 0.67 0.88 0.58 1.15 4.78
回答数の構成比（％） 0.40 0.60 0.80 0.91 0.91 1.41 5.03
差の割合（％） ▲ 52.9 ▲ 9.1 △ 19.4 △ 3.4 △ 56.9 △ 22.6 △ 5.2
人口の構成比（％） 1.30 1.11 1.26 1.35 0.92 1.59 7.54
回答数の構成比（％） 0.70 0.91 1.81 1.81 1.41 1.81 8.45
差の割合（％） ▲ 46.2 ▲ 18.0 △ 43.7 △ 34.1 △ 53.3 △ 13.8 △ 12.1
人口の構成比（％） 2.29 1.92 1.74 1.70 0.95 1.48 10.08
回答数の構成比（％） 1.51 1.81 1.71 2.01 1.71 2.21 10.97
差の割合（％） ▲ 34.1 ▲ 5.7 ▲ 1.7 △ 18.2 △ 80.0 △ 49.3 △ 8.8
人口の構成比（％） 1.37 1.38 1.67 1.76 1.16 1.63 8.97
回答数の構成比（％） 1.21 1.31 1.71 2.21 1.71 2.31 10.46
差の割合（％） ▲ 11.7 ▲ 5.1 △ 2.4 △ 25.6 △ 47.4 △ 41.7 △ 16.6
人口の構成比（％） 1.53 1.42 2.14 2.27 1.52 2.51 11.39
回答数の構成比（％） 0.91 1.91 2.31 2.11 2.31 3.62 13.18
差の割合（％） ▲ 40.5 △ 34.5 △ 7.9 ▲ 7.0 △ 52.0 △ 44.2 △ 15.7
人口の構成比（％） 1.10 1.17 1.67 1.95 1.37 2.31 9.56
回答数の構成比（％） 0.80 1.11 1.91 2.01 2.62 2.82 11.27
差の割合（％） ▲ 27.3 ▲ 5.1 △ 14.4 △ 3.1 △ 91.2 △ 22.1 △ 17.9
人口の構成比（％） 8.44 7.66 9.14 9.91 6.51 10.67 52.32
回答数の構成比（％） 5.53 7.65 10.26 11.07 10.66 14.19 59.36
差の割合（％） ▲ 34.5 ▲ 0.1 △ 12.3 △ 11.7 △ 63.7 △ 33.0 △ 13.5

注：各割合は人口総数及び回答数合計を母数としている
※▲はマイナス、△はプラス
※年齢別・地域別の「不明」及び「無回答」は除く
※性別の「答えたくない」「無回答」は除く

千里山・佐井寺

千里NT・万博・
阪大

40歳以上
50歳未満

合計

JR以南

片山・岸部

豊津・江坂・南吹
田

千里山・佐井寺

計

計

JR以南

片山・岸部

豊津・江坂・南吹
田

50歳以上
60歳未満

60歳以上
70歳未満

70歳以上
85歳未満

18歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

40歳以上
50歳未満

50歳以上
60歳未満

60歳以上
70歳未満

70歳以上
85歳未満

18歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

合計

千里NT・万博・
阪大

山田・千里丘

山田・千里丘
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② 性別・年齢別・地域別の配布数、回答率 

<算出条件> 

母集団：アンケート調査票の配布数（2,000人） 

回答者：アンケート回答者1,021人から、性別・年齢別・地域別の設問に無回答

（性別は「答えたくない」を含む）の回答者を除外した人数（994人） 

 

「回答率」の算定式＝（回答者÷配布数）✕100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表　性別・年齢別・地域別の回答率（合計）

配布数（人） 33 26 27 35 24 40 185
回答者（人） 7 9 13 17 17 23 86
回答率（％） 21.2 34.6 48.1 48.6 70.8 57.5 46.5
配布数（人） 52 45 49 54 36 56 292
回答者（人） 14 15 27 26 27 33 142
回答率（％） 26.9 33.3 55.1 48.1 75.0 58.9 48.6
配布数（人） 92 78 70 71 38 53 402
回答者（人） 21 29 28 36 26 38 178
回答率（％） 22.8 37.2 40.0 50.7 68.4 71.7 44.3
配布数（人） 56 53 64 67 44 58 342
回答者（人） 19 17 32 37 28 39 172
回答率（％） 33.9 32.1 50.0 55.2 63.6 67.2 50.3
配布数（人） 61 54 82 87 57 90 431
回答者（人） 19 29 38 37 40 67 230
回答率（％） 31.1 53.7 46.3 42.5 70.2 74.4 53.4
配布数（人） 42 42 64 72 51 77 348
回答者（人） 15 19 29 35 38 50 186
回答率（％） 35.7 45.2 45.3 48.6 74.5 64.9 53.4
配布数（人） 336 298 356 386 250 374 2,000
回答者（人） 95 118 167 188 176 250 994
回答率（％） 28.3 39.6 46.9 48.7 70.4 66.8 49.7

※年齢別・地域別の「不明」及び「無回答」は除く
※性別の「答えたくない」「無回答」は除く

60歳以上
70歳未満

70歳以上
85歳未満

計

JR以南

片山・岸部

18歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

40歳以上
50歳未満

50歳以上
60歳未満

豊津・江坂・南吹
田

千里山・佐井寺

山田・千里丘

千里NT・万博・阪
大

合計
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表　性別・年齢別・地域別の回答率（男性）

配布数（人） 16名 13名 14名 17名 12名 17名 89名
回答者（人） 3名 3名 5名 8名 8名 9名 36名
回答率（％） 18.8 23.1 35.7 47.1 66.7 52.9 40.4
配布数（人） 26名 22名 24名 27名 18名 24名 141名
回答者（人） 7名 6名 9名 8名 13名 15名 58名
回答率（％） 26.9 27.3 37.5 29.6 72.2 62.5 41.1
配布数（人） 46名 40名 35名 37名 19名 23名 200名
回答者（人） 6名 11名 11名 16名 9名 16名 69名
回答率（％） 13.0 27.5 31.4 43.2 47.4 69.6 34.5
配布数（人） 29名 25名 31名 32名 21名 25名 163名
回答者（人） 7名 4名 15名 15名 11名 16名 68名
回答率（％） 24.1 16.0 48.4 46.9 52.4 64.0 41.7
配布数（人） 30名 26名 39名 42名 27名 40名 204名
回答者（人） 10名 10名 15名 16名 17名 31名 99名
回答率（％） 33.3 38.5 38.5 38.1 63 77.5 48.5
配布数（人） 20名 19名 30名 33名 24名 31名 157名
回答者（人） 7名 8名 10名 15名 12名 22名 74名
回答率（％） 35.0 42.1 33.3 45.5 50.0 71.0 47.1
配布数（人） 167名 145名 173名 188名 121名 160名 954名
回答者（人） 40名 42名 65名 78名 70名 109名 404名
回答率（％） 24.0 29.0 37.6 41.5 57.9 68.1 42.3

表　性別・年齢別・地域別の回答率（女性）

配布数（人） 17名 13名 13名 18名 12名 23名 96名
回答者（人） 4名 6名 8名 9名 9名 14名 50名
回答率（％） 23.5 46.2 61.5 50.0 75.0 60.9 52.1
配布数（人） 26名 23名 25名 27名 18名 32名 151名
回答者（人） 7名 9名 18名 18名 14名 18名 84名
回答率（％） 26.9 39.1 72.0 66.7 77.8 56.3 55.6
配布数（人） 46名 38名 35名 34名 19名 30名 202名
回答者（人） 15名 18名 17名 20名 17名 22名 109名
回答率（％） 32.6 47.4 48.6 58.8 89.5 73.3 54.0
配布数（人） 27名 28名 33名 35名 23名 33名 179名
回答者（人） 12名 13名 17名 22名 17名 23名 104名
回答率（％） 44.4 46.4 51.5 62.9 73.9 69.7 58.1
配布数（人） 31名 28名 43名 45名 30名 50名 227名
回答者（人） 9名 19名 23名 21名 23名 36名 131名
回答率（％） 29.0 67.9 53.5 46.7 76.7 72.0 57.7
配布数（人） 22名 23名 34名 39名 27名 46名 191名
回答者（人） 8名 11名 19名 20名 26名 28名 112名
回答率（％） 36.4 47.8 55.9 51.3 96.3 60.9 58.6
配布数（人） 169名 153名 183名 198名 129名 214名 1046名
回答者（人） 55名 76名 102名 110名 106名 141名 590名
回答率（％） 32.5 49.7 55.7 55.6 82.2 65.9 56.4

※年齢別・地域別の「不明」及び「無回答」は除く
※性別の「答えたくない」「無回答」は除く

計

計
60歳以上
70歳未満

70歳以上
85歳未満

60歳以上
70歳未満

70歳以上
85歳未満

18歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

合計

山田・千里丘

千里NT・万博・阪
大

40歳以上
50歳未満

50歳以上
60歳未満

豊津・江坂・南吹
田

JR以南

片山・岸部

18歳以上
30歳未満

30歳以上
40歳未満

40歳以上
50歳未満

50歳以上
60歳未満

千里山・佐井寺

豊津・江坂・南吹
田

千里山・佐井寺

JR以南

山田・千里丘

千里NT・万博・阪
大

合計

片山・岸部
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Ⅳ．調査結果の表示方法 

１）回答は各質問の有効回答者総数（Ｎ=Number of cases）を基数とした百分率

（％）で示している。また、小数第２位を四捨五入しているため、内訳の合計

が100.0％にならない場合がある。 

２）複数回答の設問の場合、回答比率の合計が100.0％を超える場合がある。 

３）回答率の表示は整数で表示しているが、項目間の回答率の計算は小数第１位ま

での値で行っている。 

４）クロス集計のキー項目の無回答は表示していないが、無回答数は合計数には含

まれる。 

５）（ ）内の「ｎ」は当該項目の全回答数（母数）を示している。 

６）今回調査で追加した項目は前回調査の回答率が「-」の表示となっている。 

７）前回調査の実施年度は令和４年度である。 

８）回答項目の表示は、「項目名」とする。また、複数項目の構成比の合計など

で、新たに項目を設定した場合は『項目名』とする。 

例：「安心して利用している」（60％）と「どちらかといえば安心して利用し

ている」（28％）を合わせた『安心して利用』は88％、・・・。 

９）クロス集計のキー項目は、項目名のみとする。 

例：ＪＲ以南地域では、・・・。 

 

Ⅴ．標本誤差 

一般的に、アンケート調査においては、アンケート回答者（標本）の回答傾向と母
集団（市内の水道利用者）の回答傾向との間に一定の誤差（標本誤差）が生じる。誤
差の範囲は、母集団の大きさ、標本数、回答率と信頼度から統計的に求めることが可
能である。 

社会調査においては、母集団の精度として、信頼度 95%のレベルでの結果を評価
することが妥当とされている。（信頼度 95%とは、同一の調査を 100 回実施すれ
ば 95 回の確率で、下記の算出数値区間内に調査結果の数値がおさまるというこ
と。）そして、この信頼度 95%における測定値（%）の標本誤差は、次の式で算出
される。 

 

標本誤差＝±1.96× 

N：母集団（本調査では 18 歳以上 85 歳未満の市民304,732人（令

和6年(2024年)6月30日現在の住民基本台帳人口）を使用） 

n：標本数（本調査では回答総数＝1,021）  

P：測定値（%）（本調査では回答比率） 

N－n P×（100－P） 
× 

N－1 n 
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【信頼度 95%における主要な標本誤差】 

標本数 
P(%) 

n 

5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 

95% 90% 85% 80% 75% 70% 65% 60% 55% 50% 

 3,000 ±0.8% ±1.1% ±1.3% ±1.4% ±1.5% ±1.6% ±1.7% ±1.7% ±1.8% ±1.8% 

 2,500 ±0.9% ±1.2% ±1.4% ±1.6% ±1.7% ±1.8% ±1.9% ±1.9% ±1.9% ±2.0% 

 2,000 ±1.0% ±1.3% ±1.6% ±1.7% ±1.9% ±2.0% ±2.1% ±2.1% ±2.2% ±2.2% 

 1,500 ±1.1% ±1.5% ±1.8% ±2.0% ±2.2% ±2.3% ±2.4% ±2.5% ±2.5% ±2.5% 

全 体 1,021 ±1.3% ±1.8% ±2.2% ±2.4% ±2.6% ±2.8% ±2.9% ±3.0% ±3.0% ±3.0% 

 1,000 ±1.3% ±1.9% ±2.2% ±2.5% ±2.7% ±2.8% ±3.0% ±3.0% ±3.1% ±3.1% 

 500 ±1.9% ±2.6% ±3.1% ±3.5% ±3.8% ±4.0% ±4.2% ±4.3% ±4.3% ±4.4% 

 250 ±2.7% ±3.7% ±4.4% ±5.0% ±5.4% ±5.7% ±5.7% ±5.9% ±6.1% ±6.2% 

 100 ±4.3% ±5.9% ±7.0% ±7.8% ±8.5% ±9.0% ±9.0% ±9.3% ±9.6% ±9.8% 

 

例えば、回答総数（1,021）を 100.0%とする設問で、選択肢に対する回答率が 

60.0%の場合、信頼度 95%とすると、18 歳以上 85 歳未満の市民（304,732人）に

おける回答比率は 60.0%±3.0%の間（63.0%～57.0%）にあることが推測できる。 
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２．調査結果 
 

 

問１． 年齢 

 

【単純集計】 

年齢は、「50～59 歳」（19％）、「70～79 歳」（18％），「60～69 歳」

（18％）、「40～49 歳」（17％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ．回答者について 

問 1． あなたの令和 6 年 9 月 1 日現在の満年齢は。 

1.4 

8.5 

11.8 

16.7 

18.5 

17.6 

17.9 

7.1 

0.4 

1.6

7.8

10.7

19.0

19.9

16.2

17.7

6.9

0.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

18・19歳(n=14)

20～29歳(n=87)

30～39歳(n=120)

40～49歳(n=171)

50～59歳(n=189)

60～69歳(n=180)

70～79歳(n=183)

80歳以上(n=73)

無回答(n=4)

今回調査(N=1021)
前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇地域別年齢 

地域別年齢でみると、豊津・江坂・南吹田地域は『20～39 歳』（27％）が他の

地域より高くなっています。 

山田・千里丘地域、ＪＲ以南地域、千里ニュータウン・万博・阪大地域は『70

～80 歳以上』（29％、27％、27％）が他の地域より高くなっています。 

 

 

  

問３．住まいの地域✕問１．年齢 

 

1.4

3.4

2.1

1.1

2.3

0.4

0.5

8.5

5.7

8.3

11.5

8.5

7.8

7.5

11.8

10.2

10.4

15.9

10.2

12.5

10.7

16.7

14.8

19.4

15.9

18.6

16.8

15.5

18.5

19.3

18.1

19.8

21.5

15.9

18.7

17.6

19.3

18.8

14.8

16.4

17.2

20.3

17.9

15.9

18.1

14.8

16.4

22.0

17.6

7.1

11.4

4.9

6.0

5.6

7.3

9.1

0.4

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

18・19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70～79歳 80歳以上 無回答 合計
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問２． 性別 

 

【単純集計】 

性別は「男性」（40％）、「女性」（58％）で、「女性」は「男性」より 18 ポイ

ント高くなっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

  

問 2． あなたの性別は。 

39.9 

58.3 

1.2 

0.7 

40.4

58.0

1.1

0.5

0% 20% 40% 60% 80%

男性(n=407)

女性(n=595)

答えたくない(n=12)

無回答(n=7)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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問３． 住まいの地域 

 

【単純集計】 

住まいの地域は、「山田・千里丘地域」（23％）、「千里ニュータウン・万博・阪

大地域」（18％）、「豊津・江坂・南吹田地域」（18％）、「千里山・佐井寺地域」

（17％）「片山・岸部地域（14％）、「JR 以南地域」（9％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 3．あなたがお住まいの地域は。 

8.6 

14.1 

17.8 

17.3 

22.7 

18.3 

0.0 

1.1 

9.3

15.1

16.2

19.2

22.0

17.6

0.1

0.6

0% 10% 20% 30%

JR以南地域(n=88)

片山・岸部地域(n=144)

豊津・江坂・南吹田地域(n=182)

千里山・佐井寺地域(n=177)

山田・千里丘地域(n=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(n=187)

町名が見つからない場合は町名を御記入く

ださい。(n=0)

無回答(n=11)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別にみると、大きな差はみられません。 

〇年齢別 

18・19 歳は、「JR 以南地域」（21％）、「片山・岸部地域」（21％）、千里山・

佐井寺地域（29％）が他の地域より高く、「豊津・江坂・南吹田地域」（14％）、

「山田・千里丘地域」（７％）、「千里ニュータウン・万博・阪大地域」（７％）が

他の地域より低くなっています。 

70～79 歳は、「山田・千里丘地域」（28％）が他の地域より高くなっていま

す。 

80 歳以上は、「JR 以南地域」（14％）、「千里ニュータウン・万博・阪大地域」

（23％）が他の地域より高くなっています。 

〇地域別 

― 
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問 1．2．（属性）✕問 3．住まいの地域 

 

8.6 

8.8 

8.4 

8.3 

21.4 

5.7 

7.5 

7.6 

9.0 

9.4 

7.7 

13.7 

 

14.1 

14.3 

14.1 

16.7 

21.4 

13.8 

12.5 

16.4 

13.8 

15.0 

14.2 

9.6 

 

17.8 

17.0 

18.3 

33.3 

14.3 

24.1 

24.2 

17.0 

19.0 

15.0 

14.8 

15.1 

 

17.3 

16.7 

17.5 

16.7 

28.6 

17.2 

15.0 

19.3 

20.1 

16.1 

15.8 

13.7 

 

22.7 

24.3 

22.0 

16.7 

7.1 

20.7 

24.2 

22.8 

19.6 

22.2 

27.9 

23.3 

 

18.3 

18.2 

18.8 

8.3 

7.1 

16.1 

16.7 

17.0 

18.5 

21.1 

18.0 

23.3 

 

1.1 

0.7 

0.8 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

1.6 

1.4 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

性
別

年
齢

別

性
別

年
齢
別

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR以南地域 片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域 千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域 千里ニュータウン・万博・阪大地域

無回答 合計



14 
 

問４． 同居家族人数 

 

【単純集計】 

同居家族人数は、「2 人」（37％）、「3 人」（24％）、「4 人」（19％）、「1 人（あ

なただけ）」（14％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 4． 現在、一緒に住んでいるあなたを含めた御家族の人数は。 

14.0 

36.8 

24.2 

19.1 

4.2 

1.3 

0.4 

14.1

34.7

25.0

18.7

4.5

2.3

0.7

0% 10% 20% 30% 40%

1人（あなただけ）(n=143)

2人(n=376)

3人(n=247)

4人(n=195)

5人(n=43)

6人以上(n=13)

無回答(n=4)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇地域別 

地域別の同居家族人数は、JR 以南地域、豊津・江坂・南吹田地域は「1 人」

（28％、23％）が他の地域より高く、千里山・佐井寺地域、山田・千里丘地域は

「４人」（27％、22％）が他の地域より高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

問 3．住まいの地域✕問 4．同居家族人数 

 

14.0 

28.4 

11.1 

23.1 

9.6 

8.2 

12.3 

36.8 

31.8 

36.1 

35.2 

35.6 

39.7 

40.1 

24.2 

18.2 

27.1 

23.6 

22.0 

25.0 

26.7 

19.1 

14.8 

16.0 

12.1 

27.1 

22.0 

19.3 

4.2 

3.4 

8.3 

4.9 

4.0 

3.9 

1.1 

1.3 

3.4 

1.4 

0.5 

1.7 

1.3 

0.5 

0.4 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

1人（あなただけ） 2人 3人

4人 5人 6人以上

無回答 合計
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問５． 住まいの給水方式 

 

【単純集計】 

お住まいの給水方式は、「わからない」（49％）、「直結直圧」（25％）、「受水

槽」（20％）、「直結増圧」（5％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

  

問 5． あなたのお住まいの給水方式は。 

25.0 

4.6 

20.3 

48.7 

1.5 

26.7

4.1

20.1

49.0

0.2

0% 20% 40% 60%

直結直圧（市の水道管の水圧により、御家庭まで給

水）(n=255)

直結増圧（加圧ポンプを接続し、市の水道管の水圧

に圧力をかけて御家庭まで給水）(n=47)

受水槽（水道水を受水槽に受けてから、加圧ポンプ

や高置水槽により御家庭まで給水）(n=207)

わからない(n=497)

無回答(n=15)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇地域別給水方式 

「直結直圧」でみると、JR 以南地域（46％）は他の地域より高く、千里ニュ

ータウン・万博・阪大地域（16％）は他の地域より低くなっています。 

「受水槽」でみると、山田・千里丘地域（28％）は他の地域より高く、JR 以

南地域（13％）は他の地域より低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 3．住まいの地域✕問 5．住まいの給水方式 

25.0 

45.5 

31.3 

25.3 

24.9 

20.3 

16.0 

4.6 

0.0 

1.4 

3.3 

4.5 

7.3 

7.0 

20.3 

12.5 

14.6 

22.0 

22.0 

27.6 

17.1 

48.7 

42.0 

50.7 

48.4 

46.3 

44.8 

59.4 

1.5 

0.0 

2.1 

1.1 

2.3 

0.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地

域(N=187)

直結直圧（市の水道管の水圧により、御家庭まで給水）

直結増圧（加圧ポンプを接続し、市の水道管の水圧に圧力をかけて御家庭まで給水）

受水槽（水道水を受水槽に受けてから、加圧ポンプや高置水槽により御家庭まで給水）

わからない

無回答

合計
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問５－１．住まいの形態 

 

【単純集計】 

住まいの形態は、「集合住宅（6 階建て以上）」（55％）、「一戸建て」（23％）、

「集合住宅（5 階建て以下）」（21％）で、『集合住宅』は 76％となっています。 

前回調査と比較すると、「集合住宅（6 階建て以上）」は 6 ポイント高いです

が、他の項目では大きな差はみられません。 

「その他」：寮、ハイツ 

  

問 5－1．問 5 で「わからない」と回答された方にお聞きします。 

あなたのお住まいの形態は。 

22.9 

21.3 

54.5 

0.4 

0.8 

24.6

24.6

48.8

1.0

1.0

0% 20% 40% 60%

一戸建て(n=114)

集合住宅（5階建て以下）(n=106)

集合住宅（6階建て以上）(n=271)

その他(n=2)

無回答(n=4)

今回調査(N=497) 前回調査(N=516)
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問６． 水道水利用に関する安心度 

 

【単純集計】 

水道水利用に関する安心度については、「安心して利用している」（60％）と

「どちらかといえば安心して利用している」（28％）を合わせた『安心して利

用』は 87％、「やや不安である」（10％）と「不安である」（2％）を合わせた

『不安である』は 12％となっています。 

前回調査と比較すると、「安心して利用している」は３ポイント高くなっていま

すが、「どちらかといえば安心して利用している」（28％）は 9 ポイント低くなっ

ています。 

また、「やや不安である」は 5 ポイント高くなるなど、不安感が増えている傾向

が見られます。 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ．水道水の安全性・信頼性や利用について 

問 6．あなたは、水道水を安心して利用していますか。 

59.5 

27.9 

10.3 

1.7 

0.6 

56.2

37.1

5.6

0.9

0.2

55.3

35.8

7.3

1.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

安心して利用している(n=608)

どちらかといえば安心して利用している

(n=285)

やや不安である(n=105)

不安である(n=17)

無回答(n=6)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

「安心して利用している」でみると、男性は女性より 13 ポイント高くなって

います。 

〇年齢別 

「安心して利用している」でみると、18・19 歳と『70～80 歳以上』は 70％

以上で他の年齢より高くなっています。 

〇地域別 

「安心して利用している」でみると、地域別には大きな差はみられません。 

 

〇給水方式・住宅形態別 

「安心して利用している」でみると、直結直圧（71％）と直結増圧(68％)は他

（50～57％）より高くなっています。 

 

 

 

 

  

問 5．住まいの給水方式・問 5－1．住まいの形態✕問 6．水道水利用に関する安心度 

 

59.5 

71.4 

68.1 

56.5 

55.3 

50.0 

55.7 

27.9 

20.0 

29.8 

25.6 

28.9 

41.5 

31.4 

10.3 

6.3 

2.1 

15.5 

13.2 

7.5 

11.1 

1.7 

2.0 

0.0 

1.9 

2.6 

0.9 

1.5 

0.6 

0.4 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

直結直圧(N=255)

直結増圧(N=47)

受水槽(N=207)

一戸建て(N=114)

集合住宅（5階建て以下）(N=106)

集合住宅（6階建て以上）(N=271)

安心して利用している どちらかといえば安心して利用している

やや不安である 不安である

無回答 合計
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問 1．2．3．（属性）✕問 6．水道水利用に関する安心度 

59.5 

67.6 

54.5 

50.0 

78.6 

63.2 

51.7 

52.0 

55.6 

58.9 

69.9 

69.9 

56.8 

52.8 

61.0 

60.5 

59.5 

63.6 

27.9 

20.9 

32.3 

50.0 

14.3 

26.4 

32.5 

33.9 

33.9 

28.3 

19.7 

16.4 

29.5 

36.8 

27.5 

28.2 

25.4 

24.6 

10.3 

9.6 

11.1 

0.0 

7.1 

9.2 

14.2 

11.1 

8.5 

11.7 

8.7 

9.6 

12.5 

9.0 

8.8 

7.3 

13.8 

10.7 

1.7 

1.5 

1.8 

0.0 

0.0 

1.1 

0.8 

2.9 

2.1 

1.1 

1.1 

2.7 

1.1 

1.4 

2.2 

3.4 

0.9 

1.1 

0.6 

0.5 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

1.4 

0.0 

0.0 

0.5 

0.6 

0.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

安心して利用している どちらかといえば安心して利用している

やや不安である 不安である

無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問６－１．水道水利用に関する不安の理由 

 

 

【単純集計】 

水道水利用に関する不安の理由は、「受水槽の管理が十分かどうかわからないか

ら」（43％）、「国内各地の水源等から高濃度の有機フッ素化合物が検出されたと

の報道を見たから」（35％）、「水源の水質に不安を感じているから」（33％）、「水

質に関する情報が不足しているから」（29％）、「水道施設（浄水所や水道管等）

が安全かどうかわからないから」（25％）となっています。 

前回調査と比較すると、「水道施設（浄水所や水道管等）が安全かどうかわから

ないから」は 17 ポイント低くなっていますが、「水質に関する情報が不足してい

るから」は６ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
「その他」：近隣市内井戸の汚染問題、水道管の老朽化、におい、他 6 件  

問 6－1．問 6 で｢やや不安である｣または「不安である」と回答された方にお聞きし

ます。不安の理由は。（あてはまるものすべて） 

42.6 

35.2 

32.8 

28.7 

25.4 

10.7 

7.4 

0.0 

46.4

-

33.3

23.2

42.0

15.9

14.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

受水槽の管理が十分かどうかわからないから

(n=52)

国内各地の水源等から高濃度の有機フッ素化合

物が検出されたとの報道を見たから※(n=43)

水源の水質に不安を感じているから(n=40)

水質に関する情報が不足しているから(n=35)

水道施設（浄水所や水道管等）が安全かどうか

わからないから(n=31)

浄水器や市販のボトル水、ウォーターサーバー

が売れているから(n=13)

その他(n=9)

無回答(n=0)

今回調査(N=122) 前回調査(N=69)
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【クロス集計】 

〇性別 

「受水槽の管理が十分かどうかわからないから」でみると、男性は女性より 17

ポイント高くなっています。 

〇年齢別 

「受水槽の管理が十分かどうかわからないから」でみると、50～59 歳

（60％）、60～69 歳（57％）、80 歳以上（56％）は他の年齢より高くなってい

ます。 

また、「国内各地の水源等から高濃度の有機フッ素化合物が検出されたとの報道

を見たから」でみると、30～39 歳（50％）、40～49 歳（54％）は他の年齢よ

り高くなっています。 

〇地域別 

「受水槽の管理が十分かどうかわからないから」でみると、山田・千里丘地域

（56％）は他の地域より高くなっています。 

「国内各地の水源等から高濃度の有機フッ素化合物が検出されたとの報道を見

たから」でみると、豊津・江坂・南吹田地域、千里ニュータウン・万博・阪大地

域は 50％と他の地域より高くなっています。 
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問 1．2．3．（属性）✕問 6－1．水道水利用に関する不安の理由 

 

0.0

男性(N=45) 0.0

女性(N=77) 0.0

答えたくない(N=0) - - - - - - - -

18・19歳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=9) 0.0 0.0 0.0

30～39歳(N=18) 0.0 0.0

40～49歳(N=24) 0.0

50～59歳(N=20) 0.0 0.0

60～69歳(N=23) 0.0

70～79歳(N=18) 0.0

80歳以上(N=9) 0.0 0.0 0.0 0.0

JR以南地域(N=12) 0.0 0.0

片山・岸部地域(N=15) 0.0

豊津・江坂・南吹田地域(N=20) 0.0

千里山・佐井寺地域(N=19) 0.0

山田・千里丘地域(N=34) 0.0

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=22)

0.0 0.0

受
水
槽
の
管
理
が
十
分
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
か

ら 国
内
各
地
の
水
源
等
か
ら
高
濃
度
の
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
と
の
報
道
を
見
た
か
ら

水
源
の
水
質
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
か
ら

水
質
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る
か
ら

水
道
施
設
（
浄
水
所
や
水
道
管
等
）
が
安
全
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

浄
水
器
や
市
販
の
ボ
ト
ル
水
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
が
売
れ
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

合計(N=122)

性
別

年
齢
別

地
域
別

42.6 35.2 32.8 28.7 25.4 10.7 7.4 

53.3 28.9 31.1 46.7 28.9 11.1 11.1 

36.4 39.0 33.8 18.2 23.4 10.4 5.2 

100.0 100.0 

22.2 11.1 66.7 11.1 11.1 

33.3 50.0 38.9 11.1 22.2 22.2 

29.2 54.2 29.2 41.7 33.3 16.7 8.3 

60.0 25.0 15.0 15.0 20.0 25.0 

56.5 34.8 43.5 47.8 34.8 4.3 4.3 

38.9 27.8 33.3 33.3 27.8 16.7 5.6 

55.6 22.2 11.1 22.2 

41.7 8.3 16.7 33.3 8.3 25.0 

40.0 20.0 33.3 13.3 26.7 13.3 13.3 

30.0 50.0 20.0 20.0 30.0 5.0 10.0 

31.6 31.6 42.1 26.3 31.6 15.8 5.3 

55.9 35.3 38.2 38.2 26.5 14.7 2.9 

45.5 50.0 36.4 31.8 27.3 4.5 
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問７． 飲用で使う水の種類 

 

 

【単純集計】 

飲用で使う水の種類は、「水道水をそのまま」（45％）、「浄水器」（38％）、「市

販のボトル水」（7％）、「ウォーターサーバー」（6％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
「その他」：沸かしてから飲む、用途によって使い分ける、整水器、他 27 件 
 

 

  

問 7．あなたが、コーヒーやお茶・紅茶を淹(い)れる場合を含み、飲用で使う水はど

れですか。 

44.6 

37.5 

7.1 

5.9 

3.2 

1.8 

47.1

40.4

5.5

4.2

2.5

0.4

51.6

38.8

5.1

2.3

1.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80%

水道水をそのまま(n=455)

浄水器(n=383)

市販のボトル水（災害時の備蓄用は除く）(n=72)

ウォーターサーバー(n=60)

その他(n=33)

無回答(n=18)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別にみると、大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「水道水をそのまま」でみると、年齢が高くなるに従って高くなる傾向がみら

れます。 

〇地域別 

「水道水をそのまま」でみると、JR 以南地域（52％）、豊津・江坂・南吹田地

域（51％）は他の地域より高くなっています。 

 

〇給水方式・住宅形態別 

「水道水をそのまま」でみると、直結直圧（51％）と受水槽（51％）は他

（36～46％）より高くなっています。 

 

〇問６ 水道水利用に関する安心度別 

「水道水をそのまま」でみると、安心して利用しているでは 53％ですが、不安

が強くなるにしたがって低下し、不安であるでは 18％となっています。 

 

〇問 9 水道施設の老朽化に関する問題意識別 

「水道水をそのまま」でみると、問題意識の強さでは大きな差はみられませ

ん。 

 

〇問 15 水道料金に関する感想別 

「水道水をそのまま」でみると、水道料金に対する感想で安いと思うほど高い

傾向がみられます。 
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問 1．2．3．（属性）✕問 7．飲用で使う水の種類 

 

44.6 

44.5 

43.9 

75.0 

35.7 

36.8 

38.3 

43.3 

41.3 

43.3 

53.0 

60.3 

52.3 

37.5 

51.1 

48.6 

42.2 

39.0 

37.5 

41.3 

35.6 

25.0 

42.9 

44.8 

35.0 

42.1 

42.9 

39.4 

30.1 

23.3 

25.0 

43.1 

29.7 

40.7 

37.5 

44.9 

5.9 

4.7 

6.9 

0.0 

14.3 

4.6 

11.7 

7.6 

5.8 

5.6 

3.3 

0.0 

5.7 

5.6 

6.6 

4.5 

8.2 

4.3 

7.1 

6.6 

7.4 

0.0 

7.1 

9.2 

9.2 

4.1 

7.4 

6.1 

7.1 

8.2 

12.5 

6.3 

6.0 

5.6 

7.8 

6.4 

3.2 

1.5 

4.5 

0.0 

0.0 

3.4 

5.8 

2.3 

2.6 

3.9 

2.2 

4.1 

2.3 

4.2 

6.6 

0.6 

2.2 

3.2 

1.8 

1.5 

1.7 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.6 

0.0 

1.7 

4.4 

4.1 

2.3 

3.5 

0.0 

0.0 

2.2 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

水道水をそのまま 浄水器

ウォーターサーバー 市販のボトル水（災害時の備蓄用は除く）

その他 無回答

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 5．住まいの給水方式・問 5－1．住まいの形態✕問 7．飲用で使う水の種類 

 

問 6．水道水利用の安心度✕問７．飲用で使う水の種類 

 

44.6 

50.6 

38.3 

50.7 

45.6 

44.3 

35.8 

37.5 

34.5 

51.1 

34.8 

36.8 

38.7 

40.6 

5.9 

3.1 

4.3 

3.9 

8.8 

2.8 

10.3 

7.1 

5.1 

2.1 

8.2 

4.4 

9.4 

7.7 

3.2 

3.9 

2.1 

1.9 

1.8 

3.8 

4.4 

1.8 

2.7 

2.1 

0.5 

2.6 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

直結直圧(N=255)

直結増圧(N=47)

受水槽(N=207)

一戸建て(N=114)

集合住宅（5階建て以下）(N=106)

集合住宅（6階建て以上）(N=271)

水道水をそのまま 浄水器

ウォーターサーバー 市販のボトル水（災害時の備蓄用は除く）

その他 無回答

44.6 

52.6 

35.1 

28.6 

17.6 

37.5 

34.9 

43.2 

37.1 

47.1 

5.9 

3.9 

6.0 

16.2 

11.8 

7.1 

4.4 

10.2 

12.4 

17.6 

3.2 

2.8 

3.9 

2.9 

5.9 

1.8 

1.3 

1.8 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

安心して利用している(N=608)

どちらかといえば安心して利用している

(N=285)

やや不安である(N=105)

不安である(N=17)

水道水をそのまま 浄水器

ウォーターサーバー 市販のボトル水（災害時の備蓄用は除く）

その他 無回答
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問 9．水道施設の老朽化に関する問題意識✕問 7．飲用で使う水の種類 

問 15．水道料金に関する感想✕問 7．飲用で使う水の種類 

44.6 

45.4 

43.1 

46.9 

100.0 

43.5 

37.5 

36.9 

39.9 

36.7 

0.0 

33.3 

5.9 

6.1 

5.8 

2.0 

0.0 

8.7 

7.1 

6.3 

7.1 

10.2 

0.0 

10.1 

3.2 

3.3 

3.0 

4.1 

0.0 

2.9 

1.8 

2.0 

1.2 

0.0 

0.0 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

大きな問題だと感じている(N=458)

問題だと感じている(N=434)

あまり問題だと感じていない(N=49)

全く問題だと感じていない(N=3)

知らない、関心がない(N=69)

水道水をそのまま 浄水器

ウォーターサーバー 市販のボトル水（災害時の備蓄用は除く）

その他 無回答

44.6 

43.4 

38.5 

44.9 

47.9 

57.1 

50.8 

37.5 

35.3 

38.0 

41.4 

25.4 

38.1 

36.3 

5.9 

8.1 

8.1 

4.1 

8.5 

4.8 

4.0 

7.1 

6.4 

9.5 

6.3 

9.9 

0.0 

5.6 

3.2 

2.9 

4.1 

3.0 

4.2 

0.0 

2.4 

1.8 

4.0 

1.8 

0.3 

4.2 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

高いと思う(N=173)

どちらかといえば高いと思う(N=221)

普通だと思う(N=394)

どちらかといえば安いと思う(N=71)

安いと思う(N=21)

よくわからない(N=124)

水道水をそのまま 浄水器

ウォーターサーバー 市販のボトル水（災害時の備蓄用は除く）

その他 無回答

合計
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問７－１．水道水を飲用に使用する理由 

 

 

【単純集計】 

水道水を飲用に使用する理由は、「水道水の味に不満はないから」（54％）、「水

道水は安全だから」（50％）、「水道水は安価だから」（27％）、「浄水器やウォータ

ーサーバーはメンテナンスが大変だから」（21％）、「市販のボトル水は購入・持

ち運びが大変だから」（17％）となっています。 

また、「自分のライフスタイルに合っているから」（11％）、「水道水を使う方が

環境に良いから」（7％）などの価値観を理由としている回答もありました。 

前回調査と比較すると、「水道水は安全だから」は 7 ポイント、「水道水は安価

だから」は 7 ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「その他」：煮沸して使用するので気にならない、水道水の方が水質検査基準は高いか

ら、他 16 件  

問 7－1．問 7 で｢水道水をそのまま」と回答された方にお聞きします。 

その理由は。（あてはまるものすべて） 

53.8 

49.7 

26.8 

20.9 

16.5 

11.2 

7.3 

14.5 

4.0 

4.4 

57.5

56.5

33.3

19.6

16.3

11.1

6.7

8.1

4.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

水道水の味に不満はないから(n=245)

水道水は安全だから(n=226)

水道水は安価だから(n=122)

浄水器やウォーターサーバーはメンテナン

スが大変だから(n=95)

市販のボトル水は購入・持ち運びが大変だ

から(n=75)

自分のライフスタイルに合っているから

(n=51)

水道水を使う方が環境に良いから(n=33)

特に理由はない(n=66)

その他(n=18)

無回答(n=20)

今回調査(N=455) 前回調査(N=496)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「水道水の味に不満はないから」でみると、20～29 歳（41％）は他の年齢よ

り低くなっています。 

「水道水は安全だから」でみると、『20～49 歳』（37～41％）は他の年齢より

低くなっています。 

「水道水は安価だから」でみると、50～59 歳（21％）、『70～80 歳以上』

（16～21％）は他の年齢より低くなっています。 

〇地域別 

「水道水は安全だから」でみると、千里山・佐井寺地域（62％）、ＪＲ以南地

域（54％）は、他の地域より高くなっています。 

 

〇給水方式・住宅形態別 

「水道水は安全だから」でみると、直結直圧（59％）と受水槽(55％)は他

（34～48％）より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 7－1．水道水を飲用に使用する理由 

男性(N=181)

女性(N=261)

答えたくない(N=9) 0.0 0.0

18・19歳(N=5) 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=32) 0.0 0.0

30～39歳(N=46)

40～49歳(N=74)

50～59歳(N=78)

60～69歳(N=78)

70～79歳(N=97) 0.0

80歳以上(N=44)

JR以南地域(N=46)

片山・岸部地域(N=54)

豊津・江坂・南吹田地域(N=93)

千里山・佐井寺地域(N=86)

山田・千里丘地域(N=98)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=73)

0.0

合計(N=455)

性
別

年
齢
別

地
域
別

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
る
か
ら

水
道
水
を
使
う
方
が
環
境
に
良
い
か
ら

特
に
理
由
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

水
道
水
の
味
に
不
満
は
な
い
か
ら

水
道
水
は
安
全
だ
か
ら

水
道
水
は
安
価
だ
か
ら

浄
水
器
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
大
変
だ
か
ら

市
販
の
ボ
ト
ル
水
は
購
入
・
持
ち
運
び
が
大
変
だ

か
ら

53.8 49.7 26.8 20.9 16.5 11.2 7.3 14.5 4.0 4.4 

55.8 55.2 28.7 18.2 18.8 12.2 7.7 15.5 5.0 3.9 

53.6 46.0 24.5 22.2 14.6 10.0 6.1 14.2 3.4 4.6 

33.3 55.6 66.7 44.4 33.3 33.3 11.1 11.1 

80.0 60.0 20.0 60.0 60.0 40.0 20.0 

40.6 40.6 31.3 18.8 12.5 21.9 15.6 15.6 

56.5 37.0 39.1 28.3 26.1 6.5 2.2 19.6 4.3 2.2 

58.1 40.5 33.8 29.7 17.6 20.3 12.2 9.5 5.4 2.7 

51.3 46.2 20.5 19.2 12.8 10.3 6.4 19.2 6.4 1.3 

56.4 55.1 32.1 19.2 15.4 7.7 6.4 15.4 1.3 2.6 

56.7 63.9 20.6 13.4 14.4 9.3 8.2 12.4 8.2 

45.5 47.7 15.9 18.2 15.9 2.3 9.1 11.4 2.3 13.6 

58.7 54.3 34.8 23.9 15.2 10.9 4.3 10.9 4.3 4.3 

55.6 42.6 16.7 25.9 20.4 9.3 3.7 9.3 7.4 9.3 

55.9 46.2 31.2 15.1 16.1 8.6 7.5 17.2 6.5 1.1 

51.2 61.6 30.2 24.4 19.8 14.0 4.7 10.5 3.5 3.5 

53.1 45.9 27.6 16.3 14.3 12.2 13.3 17.3 3.1 5.1 

53.4 46.6 19.2 26.0 15.1 11.0 4.1 19.2 2.7 
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問 5．住まいの給水方式・問 5－1．住まいの形態✕問 7－1．水道水を飲用に使用する理由 

特
に
理
由
は
な
い

そ
の
他

合計(N=455)

直結直圧(N=129)

直結増圧(N=18) 0.0 0.0

受水槽(N=105)

一戸建て(N=52)

集合住宅（5階建て以下）
(N=47)

0.0

集合住宅（6階建て以上）
(N=97)

水
道
水
の
味
に
不
満
は
な
い
か
ら

水
道
水
は
安
価
だ
か
ら

水
道
水
を
使
う
方
が
環
境
に
良
い

か
ら

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ

て
い
る
か
ら

水
道
水
は
安
全
だ
か
ら

浄
水
器
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
変
だ
か
ら

市
販
の
ボ
ト
ル
水
は
購
入
・
持
ち

運
び
が
大
変
だ
か
ら

無
回
答

49.7 53.8 26.8 7.3 11.2 20.9 16.5 14.5 4.0 4.4 

58.9 55.8 27.1 6.2 11.6 19.4 11.6 8.5 0.8 7.0 

38.9 61.1 33.3 16.7 5.6 11.1 16.7 33.3 

55.2 56.2 23.8 10.5 10.5 19.0 17.1 12.4 1.0 3.8 

48.1 50.0 26.9 7.7 9.6 26.9 21.2 13.5 11.5 1.9 

34.0 44.7 31.9 12.8 29.8 25.5 25.5 2.1 4.3 

41.2 56.7 26.8 5.2 12.4 20.6 16.5 23.7 3.1 2.1 
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問７－２．水道水を飲用に使用しない理由 

 

 

【単純集計】 

水道水を飲用に使用しない理由は、「水道水がおいしくないと感じるから」

（28％）、「マンション等が受水槽からの給水であり、衛生面に不安があるから」

（21％）、「水道水の安全性に不安があるから」（19％）、「国内各地の水源等から

高濃度の有機フッ素化合物が検出されたとの報道を見たから」（9％）となってい

ます。 

その他の理由は、「なんとなく使っている」（20％）、「自分のライフスタイルに

合っているから」（18％）、「入居したときに既に浄水器等が設置されていたか

ら」（16％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「その他」：浄水器の水がおいしい、塩素をとばしたいから、住居が古く水道管などの
汚れが気になるから、他 31 件  

問 7－2．問 7 で「浄水器」｢ウォーターサーバー｣「市販のボトル水」「その他」の

いずれかを回答された方にお聞きします。その理由は。（あてはまるものすべて） 

28.3 

20.8 

20.4 

19.0 

17.9 

15.5 

8.9 

5.1 

3.3 

6.2 

3.1 

29.8

23.3

17.9

20.2

17.3

18.4

-

4.7

4.0

8.1

2.7

0% 10% 20% 30% 40%

水道水がおいしくないと感じるから(n=155)

マンション等が受水槽からの給水であり、衛生

面に不安があるから(n=114)

なんとなく使っている(n=112)

水道水の安全性に不安があるから(n=104)

自分のライフスタイルに合っているから(n=98)

入居したときに既に浄水器等が設置されていた

から(n=85)

国内各地の水源等から高濃度の有機フッ素化合

物が検出されたとの報道を見たから※(n=49)

災害時に備蓄水として使えるから(n=28)

知り合いに勧められたから(n=18)

その他(n=34)

無回答(n=17)

今回調査(N=548) 前回調査(N=554)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「水道水がおいしくないと感じるから」でみると、『20～49 歳』（30～37％）

は他の年齢より高くなっています。 

「水道水の安全性に不安があるから」でみると、『20～39 歳』（30～32％）は

他の年齢より高くなっています。 

〇地域別 

「水道水がおいしくないと感じるから」でみると、片山・岸部地域（35％）は

他の地域より高くなっています。 

「マンション等が受水槽からの給水であり、衛生面に不安があるから」でみる

と、山田・千里丘地域（26％）、千里山・佐井寺地域（25％）は他の地域より高

くなっています。 

 

〇給水方式・住宅形態別 

「マンション等が受水槽からの給水であり、衛生面に不安があるから」でみる

と、受水槽（64％）が他より高くなっています。「水道水がおいしくないと感じ

るから」でみると、集合住宅（5 階建て以下）（38％）、直結直圧（34％）が他よ

り高くなっています。 

 

 

 

 

 

 



36 
 

  
問１．２．３．（属性）✕問 7－2．水道水を飲用に使用しない理由 

男性(N=220)

女性(N=324)

答えたくない(N=3) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=9) 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=54) 0.0 0.0

30～39歳(N=74)

40～49歳(N=96) 0.0

50～59歳(N=111)

60～69歳(N=99)

70～79歳(N=78)

80歳以上(N=26)

JR以南地域(N=40)

片山・岸部地域(N=85)

豊津・江坂・南吹田地域(N=89) 0.0

千里山・佐井寺地域(N=91)

山田・千里丘地域(N=129)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=110)

合計(N=548)

性
別

年
齢
別

地
域
別

入
居
し
た
と
き
に
既
に
浄
水
器
等
が
設
置
さ
れ
て

い
た
か
ら

国
内
各
地
の
水
源
等
か
ら
高
濃
度
の
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
と
の
報
道
を
見
た
か
ら
※

災
害
時
に
備
蓄
水
と
し
て
使
え
る
か
ら

知
り
合
い
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら

そ
の
他

無
回
答

水
道
水
が
お
い
し
く
な
い
と
感
じ
る
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
受
水
槽
か
ら
の
給
水
で
あ
り
、

衛
生
面
に
不
安
が
あ
る
か
ら

な
ん
と
な
く
使
っ
て
い
る

水
道
水
の
安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か
ら

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
る
か
ら

28.3 20.8 20.4 19.0 17.9 15.5 8.9 5.1 3.3 6.2 3.1 

29.1 21.4 24.1 18.6 17.7 15.9 10.0 6.8 2.3 5.0 3.6 

27.2 20.1 17.9 19.1 17.9 15.4 8.0 4.0 4.0 7.1 2.8 

66.7 66.7 33.3 33.3 

22.2 44.4 11.1 22.2 22.2 22.2 11.1 11.1 

37.0 13.0 29.6 31.5 11.1 3.7 5.6 3.7 1.9 

32.4 17.6 14.9 29.7 20.3 12.2 8.1 9.5 1.4 10.8 2.7 

30.2 20.8 21.9 22.9 11.5 26.0 14.6 1.0 2.1 5.2 

25.2 25.2 18.9 13.5 18.9 21.6 8.1 3.6 2.7 8.1 2.7 

26.3 25.3 16.2 17.2 18.2 16.2 13.1 5.1 6.1 5.1 5.1 

24.4 19.2 19.2 10.3 26.9 5.1 2.6 7.7 5.1 6.4 3.8 

23.1 23.1 26.9 7.7 15.4 11.5 3.8 3.8 3.8 3.8 11.5 

25.0 10.0 32.5 15.0 17.5 7.5 7.5 5.0 2.5 5.0 12.5 

35.3 16.5 21.2 23.5 15.3 16.5 11.8 3.5 2.4 4.7 1.2 

29.2 21.3 18.0 16.9 15.7 9.0 7.9 5.6 10.1 3.4 

25.3 25.3 17.6 16.5 18.7 12.1 8.8 4.4 4.4 6.6 2.2 

27.9 26.4 17.8 21.7 24.8 17.1 7.8 9.3 3.1 6.2 1.6 

26.4 17.3 21.8 18.2 13.6 24.5 10.0 6.4 1.8 4.5 3.6 
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問 5．住まいの給水方式・問 5－1．住まいの形態✕ 
問 7－2．水道水を飲用に使用しない理由 

合計(N=548)

直結直圧(N=119)

直結増圧(N=28) 0.0 0.0

受水槽(N=101)

一戸建て(N=59) 0.0 0.0

集合住宅（5階建て以下）
(N=58)

集合住宅（6階建て以上）
(N=171)

国
内
各
地
の
水
源
等
か
ら
高
濃
度
の
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
と
の
報
道
を
見
た
か
ら

水
道
水
が
お
い
し
く
な
い
と
感
じ
る
か
ら

マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
受
水
槽
か
ら
の
給
水
で
あ
り
、

衛
生
面
に
不
安
が
あ
る
か
ら

災
害
時
に
備
蓄
水
と
し
て
使
え
る
か
ら

水
道
水
の
安
全
性
に
不
安
が
あ
る
か
ら

入
居
し
た
と
き
に
既
に
浄
水
器
等
が
設
置
さ
れ
て

い
た
か
ら

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
る
か
ら

知
り
合
い
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら

な
ん
と
な
く
使
っ
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

19.0 8.9 28.3 20.8 5.1 15.5 17.9 3.3 20.4 6.2 3.1 

18.5 8.4 33.6 2.5 5.9 10.1 24.4 5.0 21.0 5.9 4.2 

14.3 25.0 17.9 7.1 28.6 10.7 28.6 7.1 3.6 

13.9 8.9 24.8 64.4 3.0 12.9 7.9 5.0 9.9 3.0 4.0 

32.2 13.6 18.6 6.8 13.6 22.0 32.2 6.8 3.4 

25.9 3.4 37.9 15.5 5.2 10.3 19.0 3.4 12.1 12.1 3.4 

19.3 9.4 27.5 18.1 5.3 22.2 18.7 2.3 23.4 6.4 0.6 
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問８． 節水の取組 

 

 

【単純集計】 

節水の取組は、「ある程度意識しながら、節水している」（49％）、「節水は必要

だと思いながらも、特に節水はしていない」（34％）、「節水のことは意識せずに

使っている」（8％）となっています。 

また、「ある程度意識しながら、節水している」と「意識して節水している」を

合わせた『節水している』は 56％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 8．普段何気なく利用している水（淡水）は、地球の水資源の 0.01％であり、限

りある資源です。あなたは、日頃節水に取り組んでいますか。 

49.2 

34.1 

8.4 

7.1 

1.2 

50.0

36.0

6.9

6.8

0.3

0% 20% 40% 60%

ある程度意識しながら、節水している

(n=502)

節水は必要だと思いながらも、特に節水は

していない(n=348)

節水のことは意識せずに使っている

(n=86)

意識して節水している(n=73)

無回答(n=12)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

『節水している』でみると、『20～39 歳』（49～50％）、「80 歳以上」

（43％）は他の年齢より低くなっています。 

〇地域別 

『節水している』でみると、千里山・佐井寺地域（62％）は他の地域より高く

なっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 8．節水の取組 

8.4 

10.6 

6.9 

8.3 

14.3 

14.9 

9.2 

7.0 

10.1 

5.0 

7.7 

8.2 

8.0 

9.7 

8.2 

7.9 

7.8 

8.6 

34.1 

30.7 

36.0 

58.3 

28.6 

35.6 

40.8 

32.2 

28.0 

32.8 

35.0 

43.8 

40.9 

31.9 

33.5 

29.4 

34.9 

35.8 

49.2 

51.1 

48.4 

33.3 

42.9 

47.1 

42.5 

55.6 

53.4 

52.8 

48.6 

32.9 

44.3 

50.7 

48.4 

52.5 

49.1 

49.7 

7.1 

6.9 

7.4 

0.0 

14.3 

2.3 

7.5 

4.1 

8.5 

8.9 

7.1 

9.6 

5.7 

6.9 

7.7 

9.6 

7.3 

5.3 

1.2 

0.7 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.6 

1.6 

5.5 

1.1 

0.7 

2.2 

0.6 

0.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

節水のことは意識せずに使っている

節水は必要だと思いながらも、特に節水はしていない

ある程度意識しながら、節水している

意識して節水している

無回答

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問８－1．節水の目的 

 

 

【単純集計】 

「節水」の目的は、「水道料金等を抑えるため」（55％）という経済的理由、

「水は限りある資源だと思うから」（34％）、「省エネや CO2 削減につながると思

うから」（6％）などの環境意識からの回答があります。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：水は大切なもの、子どもの頃からの習慣のため、他 6 件 

  

問 8－1．問 8 で｢ある程度意識しながら、節水している」または「意識して節水し

ている」と回答された方にお聞きします。「節水」の目的は。 

55.1 

33.6 

6.4 

1.4 

3.5 

58.9

31.6

6.0

2.0

1.5

0% 20% 40% 60%

水道料金等を抑えるため(n=317)

水は限りある資源だと思うから(n=193)

省エネやCO2削減につながると思うから

(n=37)

その他(n=8)

無回答(n=20)

今回調査(N=575) 前回調査(N=599)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「水道料金等を抑えるため」でみると、20～29 歳（77％）は他の年齢より高

くなっています。 

「水は限りある資源だと思うから」でみると、『60～80 歳以上』（39～46％）

は他の年齢より高くなっています。 

〇地域別 

「水道料金等を抑えるため」でみると、片山・岸部地域（66％）は他の地域よ

り高くなっています。 

「水は限りある資源だと思うから」でみると、千里ニュータウン・万博・阪大

地域（40％）は他の地域より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 8－1．節水の目的 

55.1 

55.5 

54.5 

100.0 

50.0 

76.7 

63.3 

62.7 

59.0 

41.4 

48.0 

45.2 

52.3 

66.3 

53.9 

58.2 

53.4 

47.6 

33.6 

31.8 

35.5 

0.0 

50.0 

18.6 

26.7 

26.5 

29.9 

45.9 

39.2 

38.7 

34.1 

24.1 

35.3 

30.9 

35.9 

39.8 

6.4 

5.5 

6.9 

0.0 

0.0 

2.3 

8.3 

5.9 

7.7 

6.3 

5.9 

9.7 

6.8 

4.8 

5.9 

6.4 

8.4 

5.8 

1.4 

1.7 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

1.0 

0.9 

2.7 

1.0 

0.0 

0.0 

1.2 

3.9 

1.8 

0.8 

0.0 

3.5 

5.5 

2.1 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

3.9 

2.6 

3.6 

5.9 

6.5 

6.8 

3.6 

1.0 

2.7 

1.5 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=575)

男性(N=236)

女性(N=332)

答えたくない(N=4)

18・19歳(N=8)

20～29歳(N=43)

30～39歳(N=60)

40～49歳(N=102)

50～59歳(N=117)

60～69歳(N=111)

70～79歳(N=102)

80歳以上(N=31)

JR以南地域(N=44)

片山・岸部地域(N=83)

豊津・江坂・南吹田地域(N=102)

千里山・佐井寺地域(N=110)

山田・千里丘地域(N=131)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=103)

性
別

年
齢

別
地

域
別

水道料金等を抑えるため 水は限りある資源だと思うから

省エネやCO2削減につながると思うから その他

無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問９． 水道施設の老朽化に関する問題意識 

 

 

【単純集計】 

「水道施設の老朽化」については、「大きな問題だと感じている」（45％）と

「問題だと感じている」（43％）を合わせた『問題だと感じている』は 87％と高

く、「あまり問題だと感じていない」（5％）と「全く問題だと感じていない」

（1％未満）を合わせた『問題だと感じていない』は５％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅲ．水道施設の老朽化について 

問 9．近年、「水道施設の老朽化」がテレビや新聞等で、大きな社会問題として報じ

られていますが、あなたはどのように感じていますか。 

44.9 

42.5 

4.8 

0.3 

6.8 

0.8 

44.3

44.6

4.2

0.2

6.5

0.2

49.1

42.5

2.3

4.8

0.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

大きな問題だと感じている(n=458)

問題だと感じている(n=434)

あまり問題だと感じていない(n=49)

全く問題だと感じていない(n=3)

知らない、関心がない(n=69)

無回答(n=8)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

『問題だと感じている』でみると、『18～39 歳』（74～81％）は他の年齢より

低くなっています。 

〇地域別 

『問題だと感じている』でみると、大きな差はみられません。 
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問１．２．３．（属性）✕問 9．水道施設の老朽化に関する問題意識 

44.9 

47.7 

43.7 

25.0 

35.7 

27.6 

44.2 

40.4 

46.6 

51.7 

47.0 

54.8 

36.4 

41.0 

47.3 

45.2 

46.1 

48.7 

42.5 

40.0 

44.0 

50.0 

42.9 

46.0 

36.7 

50.3 

45.5 

40.0 

39.9 

34.2 

47.7 

49.3 

41.2 

41.8 

42.2 

37.4 

4.8 

6.1 

3.9 

8.3 

14.3 

5.7 

4.2 

3.5 

3.7 

3.3 

7.7 

5.5 

4.5 

2.8 

3.8 

5.6 

5.6 

5.9 

0.3 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.4 

0.5 

6.8 

5.4 

7.6 

16.7 

7.1 

20.7 

15.0 

5.3 

4.2 

3.9 

3.8 

1.4 

9.1 

6.3 

7.1 

6.8 

5.6 

7.0 

0.8 

0.5 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

1.1 

4.1 

2.3 

0.7 

0.5 

0.0 

0.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

大きな問題だと感じている 問題だと感じている

あまり問題だと感じていない 全く問題だと感じていない

知らない、関心がない 無回答

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問９－１．水道施設の老朽化を問題と感じている理由 

 

 

【単純集計】 

「問題」と感じている理由は、「水道水の安全性が損なわれるおそれがあるか

ら」（68％）、「水道水が自由に使えなくなるおそれがあるから」（44％）、「水道管

の漏水事故等により、浸水や道路陥没等のおそれがあるから」（42％）、「水道施

設の更新に莫大な費用が必要となるから」（38％）、「水道施設の更新費用確保の

ために水道料金の値上げが予想されるから」（34％）となっています。 

前回調査と比較すると、「水道水の安全性が損なわれるおそれがあるから」は 9

ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：地震などの災害発生時の安定供給が厳しくなるため、インフラは社会全

体の問題だから、他 6 件  

問 9－1．問 9 で｢大きな問題だと感じている」または「問題だと感じている」と回

答された方にお聞きします。「問題」と感じている理由は。（あてはまるもの 3 つま

で） 

67.9 

44.1 

41.8 

37.7 

33.5 

0.9 

1.6 

76.7

43.9

42.4

36.9

35.4

1.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道水の安全性が損なわれるおそれがある

から(n=606)

水道水が自由に使えなくなるおそれがある

から(n=393)

水道管の漏水事故等により、浸水や道路陥

没等のおそれがあるから(n=373)

水道施設の更新に莫大な費用が必要となる

から(n=336)

水道施設の更新費用確保のために水道料金

の値上げが予想されるから(n=299)

その他(n=8)

無回答(n=14)

今回調査(N=892) 前回調査(N=937)
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【クロス集計】 

〇性別 

「水道水の安全性が損なわれるおそれがあるから」、「水道水が自由に使えなく

なるおそれがあるから」でみると、男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「水道水の安全性が損なわれるおそれがあるから」でみると、『70～80 歳以

上』（54～60％）は他の年齢より低くなっています。 

また、「水道水が自由に使えなくなるおそれがあるから」でみると、『40～79

歳』（37～45％）は他の年齢より低くなっています。 

〇地域別 

「水道水の安全性が損なわれるおそれがあるから」、「水道水が自由に使えなく

なるおそれがあるから」でみると、地域別には大きな差はみられません。 
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問１．２．３．（属性）✕問 9－1．水道施設の老朽化を問題と感じている理由 

男性(N=357)

女性(N=522)

答えたくない(N=9) 0.0 0.0

18・19歳(N=11) 0.0

20～29歳(N=64) 0.0

30～39歳(N=97) 0.0

40～49歳(N=155)

50～59歳(N=174)

60～69歳(N=165)

70～79歳(N=159)

80歳以上(N=65) 0.0

JR以南地域(N=74)

片山・岸部地域(N=130)

豊津・江坂・南吹田地域(N=161)

千里山・佐井寺地域(N=154)

山田・千里丘地域(N=205) 0.0

千里ニュータウン・万博・阪大地域
(N=161)

合計(N=892)

性
別

年
齢
別

地
域
別

そ
の
他

無
回
答

水
道
水
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

か
ら

水
道
水
が
自
由
に
使
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

か
ら

水
道
管
の
漏
水
事
故
等
に
よ
り
、
浸
水
や
道
路
陥

没
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら

水
道
施
設
の
更
新
に
莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な
る

か
ら

水
道
施
設
の
更
新
費
用
確
保
の
た
め
に
水
道
料
金

の
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
か
ら

67.9 44.1 41.8 37.7 33.5 0.9 1.6 

66.1 48.2 35.3 43.7 33.1 0.8 1.1 

69.3 40.8 47.3 33.5 33.7 1.0 1.7 

88.9 77.8 22.2 44.4 11.1 

63.6 54.5 36.4 18.2 9.1 9.1 

76.6 56.3 25.0 35.9 21.9 1.6 

68.0 53.6 38.1 30.9 34.0 1.0 

71.6 36.8 34.8 34.8 38.1 1.3 1.3 

70.7 38.5 49.4 33.9 33.3 0.6 1.7 

72.7 42.4 50.3 41.8 33.9 0.6 1.2 

59.7 45.3 46.5 47.8 34.0 1.3 1.9 

53.8 50.8 29.2 32.3 35.4 4.6 

67.6 45.9 40.5 37.8 43.2 1.4 1.4 

73.1 50.8 42.3 36.9 28.5 0.8 1.5 

65.8 44.1 41.0 37.3 31.7 1.2 1.2 

70.1 46.1 44.8 33.8 25.3 1.9 1.3 

66.3 39.5 39.5 44.4 40.0 1.0 

68.3 42.9 43.5 32.9 36.0 0.6 2.5 
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問９－２．水道施設の老朽化を問題と感じていない理由 

 

 

【単純集計】 

「問題」と感じていない理由は、「この先も、これまでどおり水道水は使えると

思うから」（39％）、「老朽化の認識はあるが、実感がないから」（39％）、「現在、

特に不都合がなく、将来考えれば良いと思うから」（23％）となっています。 

前回調査と比較すると、「老朽化の認識はあるが、実感がないから」は９ポイン

ト低くなっています。 

 

「その他」：市が既に老巧化を認識し、整備を進めるべき問題として計画している。

また大阪府と協力して進めて行くと信じているから、他１件 

 

  

問 9－2．問 9 で｢あまり問題だと感じていない」または「全く問題だと感じていな

い」と回答された方にお聞きします。 「問題」と感じていない理由は。 （あてはまるも

の 3 つまで） 

38.5 

38.5 

23.1 

7.7 

3.8 

0.0 

41.3

47.8

26.1

0.0

8.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この先も、これまでどおり水道水は使える

と思うから(n=20)

老朽化の認識はあるが、実感がないから

(n=20)

現在、特に不都合がなく、将来考えれば良

いと思うから(n=12)

水道水が自由に使えなくなっても困らない

と思うから(n=4)

その他(n=2)

無回答(n=0)

今回調査(N=52) 前回調査(N=46)



51 
 

【クロス集計】 

〇性別 

「この先も、これまでどおり水道水は使えると思うから」では、男性は女性よ

り 14 ポイント高く、「老朽化の認識はあるが、実感がないから」では、女性は男

性よりも 9 ポイント高くなっています。 

〇年齢別 

― 

〇地域別 

― 
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問１．２．３．（属性）✕問 9－2．水道施設の老朽化を問題と感じていない理由 

0.0

男性(N=26) 0.0

女性(N=25) 0.0 0.0

答えたくない(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=5) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳(N=5) 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳(N=6) 0.0 0.0 0.0

50～59歳(N=7) 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳(N=8) 0.0 0.0 0.0

70～79歳(N=15) 0.0 0.0

80歳以上(N=4) 0.0 0.0 0.0

JR以南地域(N=4) 0.0 0.0

片山・岸部地域(N=4) 0.0 0.0 0.0 0.0

豊津・江坂・南吹田地域(N=7) 0.0 0.0

千里山・佐井寺地域(N=11) 0.0 0.0

山田・千里丘地域(N=14) 0.0 0.0

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=12)

0.0 0.0 0.0

合計(N=52)

性
別

年
齢
別

地
域
別

そ
の
他

無
回
答

こ
の
先
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
水
道
水
は
使
え
る

と
思
う
か
ら

老
朽
化
の
認
識
は
あ
る
が
、
実
感
が
な
い
か
ら

老
朽
化
に
つ
い
て
情
報
が
不
足
し
て
い
る
か
ら

現
在
、
特
に
不
都
合
が
な
く
、
将
来
考
え
れ
ば
良

い
と
思
う
か
ら

水
道
水
が
自
由
に
使
え
な
く
な
っ
て
も
困
ら
な
い

と
思
う
か
ら

38.5 38.5 28.8 23.1 7.7 3.8 

46.2 34.6 30.8 26.9 7.7 7.7 

32.0 44.0 24.0 20.0 8.0 

100.0 

50.0 50.0 

100.0 

40.0 40.0 20.0 

66.7 16.7 33.3 33.3 

71.4 42.9 28.6 

37.5 25.0 37.5 37.5 

46.7 40.0 20.0 26.7 26.7 

25.0 75.0 25.0 50.0 

75.0 25.0 25.0 25.0 25.0 

50.0 25.0 25.0 

42.9 28.6 14.3 28.6 14.3 

36.4 36.4 27.3 9.1 9.1 

28.6 35.7 50.0 28.6 7.1 

50.0 50.0 33.3 25.0 
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問 10．水道施設の耐震化の重要性に関する意識 

 

【単純集計】 

水道施設の耐震化の重要性に関しては、「非常に重要だと思っている」（67％）

と「重要であると思っている」（30％）を合わせた『重要だと思っている』は

98％、「あまり重要だとは思っていない」（1％）、「重要だとは思っていない」

（１％未満）を合わせた『重要だと思っていない』は 1％となっています。 

前回調査と比較すると、「重要であると思っている」は 4 ポイント低く、「非常

に重要だと思っている」は４ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅳ．災害対策について 

問 10．大規模地震や風水害等に備えた水道施設の耐震化の重要性に関して、あなた

はどのように思っていますか。 

67.4 

30.4 

1.1 

0.3 

0.9 

63.6

34.8

0.9

0.4

0.4

67.3

32.0

0.3

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

非常に重要だと思っている(n=688)

重要であると思っている(n=310)

あまり重要だとは思っていない(n=11)

重要だとは思っていない(n=3)

無回答(n=9)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「非常に重要だと思っている」でみると、18・19 歳（86％）は他の年齢より

高いですが、他の年齢（66～71％）には大きな差はみられません。 

〇地域別 

「非常に重要だと思っている」でみると、ＪＲ以南地域（60％）は他の地域よ

りも低くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 10．水道施設の耐震化の重要性に関する意識 

67.4 

67.8 

67.4 

83.3 

85.7 

69.0 

68.3 

66.1 

67.2 

66.1 

67.2 

71.2 

60.2 

69.4 

68.1 

68.9 

69.4 

67.4 

30.4 

29.7 

30.9 

8.3 

14.3 

28.7 

30.0 

32.2 

32.3 

31.7 

30.6 

21.9 

34.1 

29.2 

28.6 

30.5 

28.4 

32.6 

1.1 

1.5 

0.7 

8.3 

0.0 

2.3 

0.8 

1.2 

0.5 

1.1 

0.5 

2.7 

4.5 

0.0 

1.1 

0.6 

1.3 

0.0 

0.3 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.9 

0.0 

0.9 

0.7 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

1.6 

4.1 

1.1 

1.4 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

非常に重要だと思っている 重要であると思っている

あまり重要だとは思っていない 重要だとは思っていない

無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 10－１．水道施設の耐震化を重要と思っている理由 

 

 
 

【単純集計】 

「重要」と思っている理由は、「飲み水が不十分だと生命に危険が及ぶから」

（81％）、「水道が使えないと不衛生になり、伝染病が流行するおそれがあるか

ら」（51％）、「病院での治療や避難所での生活に支障が出るから」（48％）、「断水

期間が長くなると大きなストレスとなるから」（30％）、「社会全体の復旧・復興

に影響が出るから」（24％）となっています。 

 

前回調査と比較すると、「病院での治療や避難所での生活に支障が出るから」は

10 ポイント低く、「飲み水が不十分だと生命に危険が及ぶから」は 4 ポイント低

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：普段の生活に支障を来すから  

問 10－1．問 10 で｢非常に重要だと思っている」または「重要であると思っている」

と回答された方にお聞きします。「重要」と思っている理由は。 

（あてはまるもの 3 つまで） 

80.5 

51.1 

48.4 

30.4 

24.2 

23.0 

4.2 

0.1 

2.8 

84.6

53.1

58.0

31.4

27.4

27.5

10.3

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲み水が不十分だと生命に危険が及ぶから

(n=803)

水道が使えないと不衛生になり、伝染病が

流行するおそれがあるから(n=510)

病院での治療や避難所での生活に支障が出

るから(n=483)

断水期間が長くなると大きなストレスとな

るから(n=303)

社会全体の復旧・復興に影響が出るから

(n=242)

水道が使えないと火災発生時の消火活動に

支障が出るから(n=230)

会社や学校等の社会活動に影響が出るから

(n=42)

その他(n=1)

無回答(n=28)

合計(N=998) 前回調査(N=1037)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「飲み水が不十分だと生命に危険が及ぶから」でみると、『18～69 歳』（82～

86％）は『70～80 歳以上』（73～78％）より高くなっています。 

〇地域別 

「飲み水が不十分だと生命に危険が及ぶから」でみると、片山・岸部地域

（85％）、千里山・佐井寺地域（85％）、千里ニュータウン・万博・阪大地域

（84％）は他の地域より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 10－1．水道施設の耐震化を重要と思っている理由 

男性(N=397)

女性(N=585) 0.0

答えたくない(N=11) 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=14) 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=85) 0.0

30～39歳(N=118) 0.0

40～49歳(N=168)

50～59歳(N=188) 0.0

60～69歳(N=176) 0.0

70～79歳(N=179) 0.0

80歳以上(N=68) 0.0

JR以南地域(N=83) 0.0

片山・岸部地域(N=142) 0.0

豊津・江坂・南吹田地域
(N=176)

千里山・佐井寺地域(N=176) 0.0

山田・千里丘地域(N=227) 0.0

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=187)

0.0

合計(N=998)

性
別

年
齢
別

地
域
別

水
道
が
使
え
な
い
と
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
に

支
障
が
出
る
か
ら

会
社
や
学
校
等
の
社
会
活
動
に
影
響
が
出
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

飲
み
水
が
不
十
分
だ
と
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
か
ら

水
道
が
使
え
な
い
と
不
衛
生
に
な
り
、
伝
染
病
が

流
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら

病
院
で
の
治
療
や
避
難
所
で
の
生
活
に
支
障
が
出

る
か
ら

断
水
期
間
が
長
く
な
る
と
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な

る
か
ら

社
会
全
体
の
復
旧
・
復
興
に
影
響
が
出
る
か
ら

80.5 51.1 48.4 30.4 24.2 23.0 4.2 0.1 2.8 

78.6 52.6 46.6 28.5 25.4 21.9 5.3 0.3 2.3 

81.7 50.6 49.6 31.5 23.8 23.6 3.6 3.2 

100.0 27.3 63.6 27.3 9.1 36.4 

85.7 35.7 42.9 50.0 14.3 21.4 

84.7 51.8 45.9 23.5 17.6 21.2 5.9 1.2 

83.1 42.4 57.6 37.3 16.9 22.0 2.5 3.4 

82.1 47.0 47.6 35.1 23.8 17.3 5.4 0.6 2.4 

81.9 55.9 50.0 30.9 24.5 22.3 2.7 1.6 

82.4 51.1 43.8 33.0 29.0 29.0 4.0 2.3 

73.2 54.2 48.6 23.5 27.9 26.8 3.4 4.5 

77.9 58.8 47.1 19.1 25.0 23.5 5.9 5.9 

75.9 57.8 56.6 28.9 16.9 26.5 2.4 2.4 

84.5 58.5 44.4 31.0 22.5 18.3 4.9 2.8 

77.8 47.2 47.7 30.1 26.7 28.4 5.7 0.6 1.7 

85.2 51.1 50.6 30.7 23.3 23.9 4.5 1.7 

76.2 47.1 42.7 36.6 27.8 22.9 2.6 4.4 

84.0 51.3 54.0 23.0 24.1 20.3 4.8 2.7 
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問 10－２．水道施設の耐震化を重要と思っていない理由 

 

 
 

【単純集計】 

「重要」と思っていない主な理由は、「ボトル水等が配られると思うから」

（29％）、「給水車が回ってくると思うから」（29％）、「耐震化に多額の費用が必

要と思うから」（29％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：費用対効果が期待できない、他 1 件 

  

問 10－2．問 10 で｢あまり重要だとは思っていない」または「重要だとは思ってい

ない」と回答された方にお聞きします。「重要」と思っていない理由は。 

（あてはまるもの 3 つまで） 

28.6 

28.6 

28.6 

7.1 

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

30.8

30.8

30.8

15.4

0.0

0.0

38.5

0.0

0% 20% 40% 60%

ボトル水等が配られると思うから(n=4)

給水車が回ってくると思うから(n=4)

耐震化に多額の費用が必要と思うから

(n=4)

当面の飲み水は自ら備蓄しているから

(n=1)

被災していない親類や友人のお世話になれ

ると思うから(n=0)

断水期間が長くなっても我慢できると思う

から(n=0)

その他(n=2)

無回答(n=2)

合計(N=14) 前回調査(N=13)
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問１．２．３．（属性）✕問 10－2．水道施設の耐震化を重要と思っていない理由 

0.0 0.0

男性(N=7) 0.0 0.0 0.0

女性(N=6) 0.0 0.0 0.0 0.0

答えたくない(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=0) - - - - - - - -

20～29歳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50～59歳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳(N=4) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

JR以南地域(N=4) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

片山・岸部地域(N=0) - - - - - - - -

豊津・江坂・南吹田地域(N=3) 0.0 0.0 0.0 0.0

千里山・佐井寺地域(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

山田・千里丘地域(N=5) 0.0 0.0 0.0 0.0

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=0)

- - - - - - - -

ボ
ト
ル
水
等
が
配
ら
れ
る
と
思
う
か
ら

合計(N=14)

性
別

年
齢
別

地
域
別

給
水
車
が
回
っ
て
く
る
と
思
う
か
ら

耐
震
化
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
思
う
か
ら

当
面
の
飲
み
水
は
自
ら
備
蓄
し
て
い
る
か
ら

被
災
し
て
い
な
い
親
類
や
友
人
の
お
世
話
に
な
れ

る
と
思
う
か
ら

断
水
期
間
が
長
く
な
っ
て
も
我
慢
で
き
る
と
思
う

か
ら

そ
の
他

無
回
答

28.6 28.6 28.6 7.1 14.3 14.3 

28.6 14.3 28.6 14.3 28.6 

33.3 33.3 16.7 33.3 

100.0 100.0 

50.0 50.0 

50.0 50.0 50.0 

50.0 50.0 

100.0 

50.0 50.0 25.0 

100.0 100.0 

50.0 50.0 

75.0 25.0 25.0 

33.3 66.7 33.3 33.3 

100.0 

20.0 40.0 20.0 20.0 
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問 11．「災害時給水拠点」、「災害時給水所」の認知度 

 

 

 

【単純集計】 

「災害時給水拠点」、「災害時給水所」の認知度については、「具体的な場所を知

っている」（21％）、「聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない」（22％）と

「知らない」（56％）となっています。 

「具体的な場所を知っている」では、前々回調査、前回調査と比較すると、増

加の傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：自宅の近くだけ覚えているだけ、最も近所ではない災害時給水拠点は知っ

ている 

  

問 11．水道部では、大規模災害時等において、水道管等の破損により断水や濁り

水が発生した際に、応急的に市民の皆様に水道水をお配りする「災害時給水拠点」

8 か所及び「災害時給水所」37 か所を整備しています。 

あなたは、お近くの「災害時給水拠点」または「災害時給水所」を知っています

か。 

21.0 

22.1 

55.7 

0.2 

1.0 

17.7

26.1

55.0

0.4

0.8

12.3

24.2

62.5

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

具体的な場所を知っている(n=214)

聞いたことはあるが、具体的な場所は知ら

ない(n=226)

知らない(n=569)

その他(n=2)

無回答(n=10)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「具体的な場所を知っている」でみると、18・19 歳（36％）、60～69 歳

（29％）は他の年齢より高くなっています。 

〇地域別 

「具体的な場所を知っている」でみると、片山・岸部地域（37％）、千里山・

佐井寺地域（28％）は他の地域より高くなっています。 

「知らない」でみると、片山・岸部地域（40％）を除いた他の地域は 52～

72％となっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 11．「災害時給水拠点」、「災害時給水所」の認知度 

21.0 

19.9 

21.8 

25.0 

35.7 

10.3 

21.7 

22.8 

15.3 

29.4 

21.9 

17.8 

10.2 

36.8 

15.9 

28.2 

12.1 

23.5 

22.1 

21.4 

22.5 

16.7 

0.0 

17.2 

16.7 

18.7 

29.1 

20.6 

26.2 

23.3 

15.9 

21.5 

18.1 

18.1 

29.7 

23.5 

55.7 

58.5 

54.3 

58.3 

64.3 

72.4 

61.7 

56.7 

55.6 

50.0 

50.8 

52.1 

71.6 

40.3 

64.8 

53.7 

57.8 

52.4 

0.2 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.5 

1.0 

0.2 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

1.1 

6.8 

2.3 

1.4 

0.5 

0.0 

0.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

具体的な場所を知っている

聞いたことはあるが、具体的な場所は知らない

知らない

その他

無回答

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 12．災害時に備えた飲料水の備蓄状況 

 

 

【単純集計】 

「十分（1 人 1 日 3 リットルを 3 日分以上）に備蓄している」（20％）、「十分

ではないが、ある程度備蓄している」（61％）、「備蓄していない」（18％）となっ

ています。  

前回調査と比較すると、「十分に備蓄している」は５ポイント高く、「十分では

ないが、ある程度備蓄している」は６ポイント高くなり、「備蓄していない」は

11 ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：特に気にはしていないが備蓄をしている 

  

問 12．地震直後や風水害時の停電による断水に備え、1 人あたり 1 日 3 リットルの

飲料水を、3 日分（9 リットル）以上備蓄する必要があるとお知らせしています。あ

なたは、災害等に備え、飲料水を備蓄していますか。 

19.6 

60.7 

18.4 

0.1 

1.2 

14.5

54.4

29.6

0.5

1.0

12.3

24.2

62.5

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

十分（1人1日3リットルを3日分以上）に

備蓄している(n=200)

十分ではないが、ある程度備蓄している

(n=620)

備蓄していない(n=188)

その他(n=1)

無回答(n=12)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「十分（1 人 1 日 3 リットルを 3 日分以上）に備蓄している」でみると、18・

19 歳（36％）は他の年齢（14～24％）より高くなっています。 

〇地域別 

「十分（1 人 1 日 3 リットルを 3 日分以上）に備蓄している」と「十分ではな

いが、ある程度備蓄している」を合わせた『備蓄している』では、豊津・江坂・

南吹田地域（76％）、ＪＲ以南地域（75％）、は他の地域（80～85％）より低く

なっています。 

〇給水方式・住宅形態別 

「十分（1 人 1 日 3 リットルを 3 日分以上）に備蓄している」と「十分ではな

いが、ある程度備蓄している」を合わせた『備蓄している』では、集合住宅（5

階建て以下）（76％）は他（78～84％）より低くなっています。 

〇問４ 家族数別 

『備蓄している』では、家族数別には大きな差がみられません。 
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問１．２．３．（属性）✕問 12．災害時に備えた飲料水の備蓄状況 

19.6 

19.9 

19.5 

16.7 

35.7 

14.9 

17.5 

14.0 

21.7 

23.9 

21.9 

17.8 

13.6 

20.8 

15.4 

25.4 

18.1 

21.9 

60.7 

57.5 

62.9 

75.0 

42.9 

62.1 

67.5 

63.7 

64.0 

58.9 

54.1 

57.5 

61.4 

63.2 

61.0 

54.8 

66.4 

58.8 

18.4 

21.6 

16.5 

8.3 

21.4 

23.0 

15.0 

21.1 

13.8 

16.7 

21.9 

20.5 

23.9 

14.6 

22.5 

18.6 

14.7 

19.3 

0.1 

0.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

1.2 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.6 

2.2 

4.1 

1.1 

1.4 

1.1 

0.6 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

十分（1人1日3リットルを3日分以上）に備蓄している
十分ではないが、ある程度備蓄している
備蓄していない
その他
無回答

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 5．住まいの給水方式・問 5－1．住まいの形態✕ 
問 12．災害時に備えた飲料水の備蓄状況 

問 4．同居家族人数✕問 12．災害時に備えた飲料水の備蓄状況 

19.6 

20.4 

23.4 

23.2 

18.4 

17.0 

16.6 

60.7 

57.6 

57.4 

59.9 

65.8 

58.5 

64.6 

18.4 

20.8 

19.1 

15.5 

14.9 

24.5 

18.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

1.2 

1.2 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

直結直圧(N=255)

直結増圧(N=47)

受水槽(N=207)

一戸建て(N=114)

集合住宅（5階建て以下）(N=106)

集合住宅（6階建て以上）(N=271)

十分（1人1日3リットルを3日分以上）に備蓄している

十分ではないが、ある程度備蓄している

備蓄していない

その他

無回答

19.6 

23.8 

21.0 

19.0 

18.5 

9.3 

0.0 

60.7 

54.5 

60.1 

64.0 

60.0 

67.4 

84.6 

18.4 

19.6 

17.6 

16.6 

20.5 

20.9 

15.4 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

1.2 

2.1 

1.3 

0.4 

1.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

1人（あなただけ）(N=143)

2人(N=376)

3人(N=247)

4人(N=195)

5人(N=43)

6人以上(N=13)

十分（1人1日3リットルを3日分以上）に備蓄している
十分ではないが、ある程度備蓄している
備蓄していない
その他
無回答
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問 12－１．飲料水の備蓄をしない理由 

 

 

【単純集計】 

「確保する場所がないから」（35％）、「あまり心配していないから」（34％）、

「面倒だから」（24％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：必要とは分かっているがなかなか用意できないから、重たくてなかなか準

備しにくい、お知らせを知らなかったから、他 24 件 

 

 

 

  

問 12－1．問 12 で「備蓄していない」と回答された方にお聞きします。 

あなたが、飲料水を備蓄していない理由は何ですか。（あてはまるものすべて） 

35.1 

33.5 

23.9 

12.2 

10.6 

14.4 

4.8 

0% 20% 40% 60%

確保する場所がないから(n=66)

あまり心配していないから(n=63)

面倒だから(n=45)

避難所等へ行けば誰かが配ってくれると思

うから(n=23)

費用がかかるから(n=20)

その他(n=27)

無回答(n=9)

合計(N=188)
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【クロス集計】 

〇性別 

「確保する場所がないから」でみると、女性は男性より 11 ポイント高く、「あ

まり心配していないから」でみると、男性は女性より 11 ポイント高くなってい

ます。 

〇年齢別 

「確保する場所がないから」でみると、『20～49 歳』（44～61％）は他の年齢

より高く、「あまり心配していないから」でみると、『50～80 歳以上』（38～

53％）は他の年齢より高くなっています。 

〇地域別 

「あまり心配していないから」でみると千里ニュータウン・万博・阪大地域

（42％）、山田・千里丘地域（41％）、片山・岸部地域（38％）は他の地域より

高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 12－1．飲料水の備蓄をしない理由 

男性(N=88)

女性(N=98)

答えたくない(N=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=3) 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=20) 0.0

30～39歳(N=18) 0.0

40～49歳(N=36)

50～59歳(N=26) 0.0

60～69歳(N=30)

70～79歳(N=40)

80歳以上(N=15) 0.0

JR以南地域(N=21) 0.0

片山・岸部地域(N=21) 0.0

豊津・江坂・南吹田地域(N=41)

千里山・佐井寺地域(N=33) 0.0

山田・千里丘地域(N=34)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=36)

合計(N=188)

性
別

年
齢
別

地
域
別

そ
の
他

無
回
答

確
保
す
る
場
所
が
な
い
か
ら

あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
か
ら

面
倒
だ
か
ら

避
難
所
等
へ
行
け
ば
誰
か
が
配
っ
て
く
れ
る
と
思

う
か
ら

費
用
が
か
か
る
か
ら

35.1 33.5 23.9 12.2 10.6 14.4 4.8 

29.5 39.8 28.4 11.4 11.4 11.4 4.5 

40.8 28.6 19.4 13.3 8.2 17.3 5.1 

100.0 100.0 

33.3 33.3 33.3 33.3 

50.0 15.0 40.0 20.0 15.0 20.0 

61.1 11.1 33.3 11.1 11.1 5.6 

44.4 27.8 16.7 16.7 11.1 19.4 2.8 

34.6 38.5 19.2 7.7 7.7 19.2 

23.3 53.3 20.0 6.7 10.0 13.3 3.3 

27.5 37.5 32.5 17.5 10.0 5.0 7.5 

6.7 46.7 6.7 6.7 20.0 20.0 

38.1 28.6 19.0 23.8 14.3 9.5 

28.6 38.1 19.0 23.8 9.5 28.6 

43.9 22.0 34.1 19.5 4.9 9.8 9.8 

42.4 30.3 18.2 9.1 15.2 15.2 

35.3 41.2 20.6 8.8 11.8 11.8 5.9 

19.4 41.7 25.0 11.1 5.6 13.9 2.8 
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問 13．最近の地震発生による水道に関わる行動の変化 

 

 

【単純集計】 

「飲料水を備蓄するようになった、または備蓄量を増やした」（45％）、「災害

時給水拠点及び災害時給水所の場所を確認した」（9％）、「水道部のホームページ

などで防災に関する情報を確認した」（4％）などの行動変化が見られますが、「変

わらない」（44％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：台風上陸等の情報を聞き初めてトイレ用などの為に、近く備蓄量を増やす

予定、お風呂に常に湯をはっている、他 16 件 

 

 

  

問 13．能登半島地震や宮崎県日向灘を震源とする地震をきっかけに何か行動（水道

に関わる行動）は変わりましたか。（あてはまるものすべて） 

45.2 

9.1 

3.5 

43.6 

1.9 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

飲料水を備蓄するようになった、または備

蓄量を増やした(n=461)

災害時給水拠点及び災害時給水所の場所を

確認した(n=93)

水道部のホームページなどで防災に関する

情報を確認した(n=36)

変わらない(n=445)

その他(n=19)

無回答(n=30)

今回調査(N=1021)
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【クロス集計】 

〇性別 

「飲料水を備蓄するようになった、または備蓄量を増やした」でみると、女性

（49％）は男性（40％）より 10 ポイント高くなっています。 

〇年齢別 

「飲料水を備蓄するようになった、または備蓄量を増やした」でみると、50～

59 歳（52％）、30～39 歳（49％）は他の年齢より高くなっています。 

〇地域別 

「飲料水を備蓄するようになった、または備蓄量を増やした」でみると、千里

ニュータウン・万博・阪大地域（52％）、山田・千里丘地域（49％）、片山・岸部

地域（49％）は他の地域より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 13．最近の地震発生による水道に関わる行動の変化 

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12) 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=14) 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120) 0.0

40～49歳(N=171) 0.0

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73) 0.0

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域
(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=187)

合計(N=1021)

性
別

年
齢
別

地
域
別

無
回
答

飲
料
水
を
備
蓄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
ま
た
は
備

蓄
量
を
増
や
し
た

災
害
時
給
水
拠
点
及
び
災
害
時
給
水
所
の
場
所
を

確
認
し
た

水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
防
災
に
関
す
る

情
報
を
確
認
し
た

変
わ
ら
な
い

そ
の
他

45.2 9.1 3.5 43.6 1.9 2.9 

39.6 7.9 4.9 48.6 2.5 2.0 

49.4 10.3 2.7 40.0 1.5 3.0 

41.7 50.0 8.3 

42.9 57.1 

42.5 3.4 2.3 47.1 3.4 1.1 

49.2 7.5 2.5 44.2 1.7 

43.3 5.8 3.5 49.1 1.8 

52.4 3.7 2.1 41.3 2.6 1.6 

45.0 15.6 4.4 41.1 2.8 2.8 

41.0 14.2 6.0 43.2 3.3 2.7 

41.1 13.7 2.7 37.0 11.0 

31.8 5.7 1.1 56.8 3.4 3.4 

48.6 9.7 2.1 39.6 1.4 3.5 

39.6 8.2 3.3 48.9 1.6 2.2 

44.1 9.6 1.7 44.1 3.4 2.8 

49.1 9.1 5.2 40.5 1.3 2.6 

52.4 11.2 5.3 39.6 0.5 1.1 
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問 14．自宅の水道料金の認知度 

 

【単純集計】 

「知っている」（57％）、「知らない」（41％）となっています。 

前回調査と比較すると、「知っている」は５ポイント低くなっています。 

  

Ⅴ．水道料金について 

問 14．あなたは、2 か月に 1 度の御家庭の水道料金をいくら払っているか知ってい

ますか。 

57.1 

61.6

41.4 

36.6

1.5 

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(N=1021)

前回調査(N=1054)

知っている 知らない 無回答 合計
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【クロス集計】 

〇性別 

「知っている」でみると、女性（63％）は男性（50％）より 12 ポイント高く

なっています。 

〇年齢別 

「知っている」でみると、18・19 歳（14％）が最も低く、年齢が高くなるに

従って高くなる傾向がみられます。 

〇地域別 

「知っている」でみると、JR 以南地域（49％）は他の地域（54～59％）より

低く、千里山・佐井寺地域(64％)は他の地域より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 14．自宅の水道料金の認知度 

57.1 

50.4 

62.5 

16.7 

14.3 

24.1 

41.7 

50.3 

60.8 

68.3 

73.8 

68.5 

48.9 

55.6 

54.4 

63.8 

59.1 

57.2 

41.4 

48.4 

36.1 

83.3 

85.7 

75.9 

58.3 

49.1 

39.2 

31.1 

24.0 

23.3 

51.1 

42.4 

44.0 

36.2 

40.1 

41.7 

1.5 

1.2 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.6 

2.2 

8.2 

0.0 

2.1 

1.6 

0.0 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

知っている 知らない 無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 14－１．自宅の上水道料金 

 

 

【単純集計】 

「2,000 円以上 3,000 円未満」（21％）、「5,000 円以上 6,000 円未満」

（15％）、「4,000 円以上 5,000 円未満」（12％）、「10,000 円以上 20,000 円

未満」（11％）となっています。 

 

  
3.6 

21.4 

10.4 

12.2 

14.9 

10.1 

4.8 

10.4 

10.7 

1.5 

0.0 

2.1

16.4

14.2

14.8

16.1

8.8

7.0

9.4

10.3

0.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2,000円未満(n=12)

2,000円以上3,000円未満(n=72)

3,000円以上4,000円未満(n=35)

4,000円以上5,000円未満(n=41)

5,000円以上6,000円未満(n=50)

6,000円以上7,000円未満(n=34)

7,000円以上8,000円未満(n=16)

8,000円以上10,000円未満(n=35)

10,000円以上20,000円未満(n=36)

20,000円以上(n=5)

無回答(n=0)

合計(N=336) 前回調査(N=330)

問 14－１．自宅の上水道料金（問 14 で「知っている」と回答し、かつ上水道料金、

下水道料金とも回答した方を対象） 
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問 14－２．自宅の下水道料金 

 

【単純集計】 

「1,000 円以上 2,000 円未満」（24％）、「3,000 円以上 4,000 円未満」

（22％）、「2,000 円以上 3,000 円未満」（21％）となっています。 

   

4.2 

23.8 

21.4 

22.0 

9.2 

9.8 

4.2 

3.3 

2.1 

0.0 

0.6

23.0

24.2

22.4

13.3

7.3

3.6

4.2

1.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1,000円未満(n=14)

1,000円以上2,000円未満(n=80)

2,000円以上3,000円未満(n=72)

3,000円以上4,000円未満(n=74)

4,000円以上5,000円未満(n=31)

5,000円以上6,000円未満(n=33)

6,000円以上7,000円未満(n=14)

7,000円以上10,000円未満(n=11)

10,000円以上(n=7)

無回答(n=0)

合計(N=336) 前回調査(N=330)

問 14－２．自宅の下水道料金（問 14 で「知っている」と回答し、かつ上水道料金、

下水道料金とも回答した方を対象） 
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問 15．水道料金に関する感想 

 

【単純集計】 

「高いと思う」（17％）と「どちらかといえば高いと思う」（22％）を合わせた

『高い』は 39％、「どちらかといえば安いと思う」（7％）と「安いと思う」

（2％）を合わせた『安い』は 9％、「普通だと思う」（39％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 15．あなたは、水道料金について、どのように感じていますか。 

16.9 

21.6 

38.6 

7.0 

2.1 

12.1 

1.7 

14.3

28.2

39.4

5.5

1.6

10.3

0.7

0% 20% 40% 60%

高いと思う

どちらかといえば高いと思う

普通だと思う

どちらかといえば安いと思う

安いと思う

よくわからない

無回答

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

『高い』でみると、60～69 歳（44％）、40～49 歳（43％）は他の年齢より

高くなっています。 

〇地域別 

『高い』でみると、千里山・佐井寺地域（43％）、千里ニュータウン・万博・

阪大地域（43％）、JR 以南地域（41％）、山田・千里丘地域（40％）は他の地域

（32～34％）より高くなっています。 

 

〇問 9 水道施設の老朽化に関する問題意識別 

『高い』でみると、水道施設の老朽化に関する問題意識別には差がみられませ

ん。 

〇問 10 水道施設の耐震化の重要性に関する意識別 

『高い』でみると、非常に重要だと思っている、重要であると思っているは、

38～39％ですが、あまり重要だとは思っていないは 55％と高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 15．水道料金に関する感想 

16.9 

17.9 

16.3 

8.3 

14.3 

14.9 

21.7 

18.7 

18.5 

16.1 

12.6 

16.4 

15.9 

18.8 

15.9 

21.5 

15.9 

13.4 

21.6 

19.7 

23.0 

16.7 

14.3 

18.4 

15.8 

24.0 

19.0 

28.3 

21.9 

20.5 

25.0 

13.2 

17.6 

21.5 

23.7 

29.4 

38.6 

41.3 

36.8 

58.3 

35.7 

37.9 

38.3 

38.6 

45.0 

36.7 

36.1 

37.0 

34.1 

45.8 

41.8 

37.3 

39.2 

33.7 

7.0 

6.1 

7.7 

0.0 

7.1 

6.9 

10.8 

3.5 

5.8 

6.7 

10.9 

2.7 

11.4 

8.3 

5.5 

5.6 

7.8 

5.9 

2.1 

2.2 

2.0 

0.0 

0.0 

4.6 

0.8 

1.8 

2.1 

1.7 

1.6 

4.1 

2.3 

1.4 

1.6 

2.8 

1.7 

2.7 

12.1 

11.3 

12.6 

16.7 

28.6 

17.2 

12.5 

13.5 

9.5 

8.9 

13.1 

12.3 

11.4 

11.8 

14.8 

9.6 

10.3 

14.4 

1.7 

1.5 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

3.8 

6.8 

0.0 

0.7 

2.7 

1.7 

1.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

高いと思う どちらかといえば高いと思う

普通だと思う どちらかといえば安いと思う

安いと思う よくわからない

無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 9．水道施設の老朽化に関する問題意識✕問 15．水道料金に関する感想 

問 10．水道施設の耐震化の重要性に関する意識✕問 15．水道料金に関する感想 

16.9 

17.9 

15.2 

16.3 

33.3 

21.7 

21.6 

21.8 

22.8 

20.4 

33.3 

15.9 

38.6 

40.8 

39.9 

28.6 

29.0 

7.0 

6.3 

7.4 

8.2 

7.2 

2.1 

2.2 

2.5 

12.1 

9.0 

11.5 

24.5 

33.3 

26.1 

1.7 

2.0 

0.7 

2.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

大きな問題だと感じている

(N=458)

問題だと感じている(N=434)

あまり問題だと感じていない

(N=49)

全く問題だと感じていない(N=3)

知らない、関心がない(N=69)

高いと思う どちらかといえば高いと思う

普通だと思う どちらかといえば安いと思う

安いと思う よくわからない

無回答 合計

16.9 

18.6 

12.9 

36.4 

21.6 

20.3 

25.2 

18.2 

33.3 

38.6 

38.8 

39.7 

18.2 

7.0 

6.5 

8.1 

2.1 

2.3 

1.6 

12.1 

12.1 

11.9 

18.2 

33.3 

1.7 

1.3 

0.6 

9.1 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

非常に重要だと思っている

(N=688)

重要であると思っている(N=310)

あまり重要だとは思っていない

(N=11)

重要だとは思っていない(N=3)

高いと思う どちらかといえば高いと思う

普通だと思う どちらかといえば安いと思う

安いと思う よくわからない

無回答
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問 16．水道料金に関する感想の比較対象 

 

【単純集計】 

「電気、ガス、携帯電話料金等他の公共料金と比較して」（31％）、「なんとな

く」（27％）、「その他の家計の支出と比較して」（20％）、「他市町村の水道料金と

比較して」（15％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：他の家庭とくらべ、参考の金額を見て、水は生命活動に必須である割に高

いと思う、他 37 件 

  

問 16．問 15 は、何と比べてそう思いますか。 

30.6 

26.5 

20.0 

14.7 

4.2 

4.0 

29.4

25.9

19.1

16.1

5.4

4.1

0% 20% 40% 60%

電気、ガス、携帯電話料金等他の公共

料金と比較して(n=312)

なんとなく(n=271)

その他の家計の支出と比較して

(n=204)

他市町村の水道料金と比較して

(n=150)

その他(n=43)

無回答(n=41)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「電気、ガス、携帯電話料金等他の公共料金と比較して」でみると、『18～29

歳』（20～21％）は他の年齢（29～37％）より低くなっています。 

〇地域別 

「電気、ガス、携帯電話料金等他の公共料金と比較して」でみると、片山・岸

部地域（38％）、千里ニュータウン・万博・阪大地域（36％）は他の地域（26～

30％）より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 16．水道料金に関する感想の比較対象 

30.6 

30.2 

31.4 

16.7 

21.4 

19.5 

33.3 

28.7 

30.7 

29.4 

35.5 

37.0 

29.5 

37.5 

26.4 

27.1 

28.9 

35.8 

20.0 

24.1 

17.0 

25.0 

14.3 

18.4 

22.5 

18.7 

25.9 

21.7 

15.8 

13.7 

22.7 

17.4 

22.0 

19.8 

22.4 

17.1 

14.7 

13.5 

15.3 

16.7 

14.3 

11.5 

15.0 

19.3 

10.1 

15.6 

14.8 

15.1 

12.5 

12.5 

15.9 

16.4 

13.4 

16.6 

26.5 

26.5 

26.7 

33.3 

35.7 

43.7 

24.2 

25.1 

28.0 

23.9 

25.1 

19.2 

25.0 

23.6 

25.8 

27.1 

30.2 

25.1 

4.2 

3.2 

4.9 

8.3 

7.1 

4.6 

4.2 

4.7 

4.8 

5.6 

2.7 

1.4 

6.8 

4.9 

5.5 

5.6 

3.0 

1.6 

4.0 

2.5 

4.7 

0.0 

7.1 

2.3 

0.8 

3.5 

0.5 

3.9 

6.0 

13.7 

3.4 

4.2 

4.4 

4.0 

2.2 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

電気、ガス、携帯電話料金等他の公共料金と比較して
その他の家計の支出と比較して
他市町村の水道料金と比較して
なんとなく
その他
無回答

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 17．水道事業の特徴として知っていること 

 

 

【単純集計】 

「市町村ごとに水道料金が違う」（69％）、「水道料金は、下水道使用料とあわ

せて 2 か月ごとに支払っている」（69％）、「水道施設の老朽化が進んでいる」

（55％）、「原則、市町村が経営することになっている」（51％）となっていま

す。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：日本の水は安全性が高い、一部地域で外資系企業が参入してきている、知

らない、他 11 件  

Ⅵ．広報・PR について 

問 17．あなたが、水道事業の特徴として知っていることは何ですか。（あてはまる

ものすべて） 

69.4 

69.2 

54.7 

51.2 

19.4 

15.0 

12.0 

7.9 

6.5 

5.4 

3.2 

1.9 

2.8 

71.6

72.0

56.7

52.5

19.5

14.3

16.3

8.4

7.3

4.6

5.7

0.7

4.7

0% 20% 40% 60% 80%

市町村ごとに水道料金が違う(n=709)

水道料金は、下水道使用料とあわせて2か月ごと

に支払っている(n=707)

水道施設の老朽化が進んでいる(n=558)

原則、市町村が経営することになっている

(n=523)

大規模地震に備えた水道施設の耐震化を進めてい

る(n=198)

各戸への引き込み管（給水管）は、水道利用者等

の所有財産である(n=153)

基本的には税金を使わず、水道料金収入のみで経

営している(n=123)

料金の決定には市町村議会での議決が必要である

(n=81)

他市町村との広域的な連携が進んでいる(n=66)

水道水の使用量が年々減ってきている(n=55)

経営責任者として水道事業管理者を置き、行政と

一線を画して運営している(n=33)

その他(n=19)

無回答(n=29)

合計(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇性別 

「水道料金は、下水道使用料とあわせて 2 か月ごとに支払っている」でみる

と、女性（74％）は男性（63％）より 11 ポイント高くなっています。 

「水道施設の老朽化が進んでいる」、「原則、市町村が経営することになってい

る」でみると、男性は女性より 10～11 ポイント高くなっています。 

〇年齢別 

「市町村ごとに水道料金が違う」でみると、『18～29 歳』（50～52％）は他の

年齢（62～78％）より低くなっています。また、「水道料金は、下水道使用料と

あわせて 2 か月ごとに支払っている」でみると、『18～29 歳』（14～33％）は他

の年齢（61～83％）より低くなっています。 

「水道施設の老朽化が進んでいる」でみると、18・19 歳（64％）は他の年齢

（38～62％）より高くなっています。 

〇地域別 

「水道施設の老朽化が進んでいる」でみると、千里ニュータウン・万博・阪大

地域（62％）が最も高く、ＪＲ以南地域（47％）は最も低くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 17．水道事業の特徴として知っていること 

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=14) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域
(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=187)

0.0

市
町
村
ご
と
に
水
道
料
金
が
違
う

そ
の
他

無
回
答

合計(N=1021)

性
別

年
齢
別

地
域
別

水
道
料
金
は
、
下
水
道
使
用
料
と
あ
わ
せ
て
2
か

月
ご
と
に
支
払
っ
て
い
る

水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

原
則
、
市
町
村
が
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

大
規
模
地
震
に
備
え
た
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
進

め
て
い
る

各
戸
へ
の
引
き
込
み
管
（
給
水
管
）
は
、
水
道
利

用
者
等
の
所
有
財
産
で
あ
る

基
本
的
に
は
税
金
を
使
わ
ず
、
水
道
料
金
収
入
の

み
で
経
営
し
て
い
る

料
金
の
決
定
に
は
市
町
村
議
会
で
の
議
決
が
必
要

で
あ
る

他
市
町
村
と
の
広
域
的
な
連
携
が
進
ん
で
い
る

水
道
水
の
使
用
量
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
る

経
営
責
任
者
と
し
て
水
道
事
業
管
理
者
を
置
き
、

行
政
と
一
線
を
画
し
て
運
営
し
て
い
る

69.4 69.2 54.7 51.2 19.4 15.0 12.0 7.9 6.5 5.4 3.2 1.9 2.8 

71.5 63.1 60.7 57.7 21.6 18.9 17.2 13.0 9.6 5.4 4.7 1.7 3.2 

68.7 74.1 50.9 47.1 18.0 12.4 8.6 4.5 4.5 5.4 2.4 1.8 2.4 

41.7 50.0 41.7 58.3 16.7 8.3 8.3 

50.0 14.3 64.3 42.9 28.6 7.1 14.3 7.1 

51.7 33.3 37.9 31.0 13.8 2.3 3.4 1.1 1.1 5.7 1.1 2.3 2.3 

67.5 60.8 43.3 35.8 14.2 8.3 10.0 5.0 5.0 4.2 1.7 2.5 1.7 

62.0 70.2 56.7 44.4 19.9 10.5 12.9 5.3 6.4 8.2 1.2 1.8 3.5 

70.9 75.1 59.8 52.4 17.5 14.8 9.5 7.4 5.3 4.8 3.2 1.6 1.1 

75.6 77.2 62.2 58.9 22.8 21.7 14.4 7.8 7.2 5.0 2.2 2.2 1.7 

77.6 83.1 56.3 65.0 21.9 21.9 15.8 12.0 9.8 4.9 7.1 1.6 3.3 

76.7 67.1 50.7 63.0 23.3 20.5 16.4 19.2 8.2 2.7 6.8 1.4 6.8 

62.5 63.6 46.6 48.9 21.6 22.7 10.2 11.4 4.5 2.3 3.4 3.4 4.5 

64.6 75.0 52.8 50.0 28.5 17.4 12.5 9.0 5.6 5.6 4.2 2.8 2.1 

70.3 61.0 56.6 56.0 17.6 15.9 7.7 7.1 8.2 6.0 3.3 2.7 4.4 

75.7 67.2 53.1 49.2 20.9 14.7 13.6 6.8 4.0 6.2 4.0 0.6 1.7 

72.4 74.6 53.9 48.7 15.9 11.6 14.2 6.0 7.8 6.0 2.6 1.3 3.0 

68.4 73.3 61.5 55.6 16.6 13.9 12.8 10.2 7.5 4.8 2.7 1.6 
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問 18．水道に関して知りたい情報 

 

【単純集計】 

「水道水の安全性」（69％）、「断水・濁水等のリアルタイムな緊急情報」

（47％）、「漏水等、困った時の対応」（45％）、「災害発生時の災害時給水拠点及

び災害時給水所のリアルタイムな開設状況」（45％）、「災害対策への取組」

（42％）、「水道管等の水道施設の老朽化対策への取組」（42％）となっていま

す。 

前回調査と比較すると、「断水・濁水等のリアルタイムな緊急情報」、「漏水等、

困った時の対応」、「災害対策への取組」、「水道管等の水道施設の老朽化対策への

取組」等は低くなっています。 

 

  

問 18．あなたが、水道に関して知りたい情報は何ですか。（あてはまるものすべて） 
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「その他」：水道事業の問題点や課題、水道料金、他７件  

69.2 

46.9 

45.0 

44.7 

42.1 

42.1 

29.5 

20.8 

11.0 

8.5 

8.4 

3.3 

0.9 

2.1 

67.6

56.9

51.3

-

48.6

49.1

34.1

-

12.8

12.5

11.0

4.9

1.1

3.4

70.2

54.3

48.4

-

46.4

49.2

36.3

-

13.2

11.1

10.6

3.7

1.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

水道水の安全性(n=707)

断水・濁水等のリアルタイムな緊急情報

(n=479)

漏水等、困った時の対応(n=459)

災害発生時の災害時給水拠点及び災害時給水所の

リアルタイムな開設状況(n=456)

災害対策への取組(n=430)

水道管等の水道施設の老朽化対策への取組

(n=430)

水道料金の仕組み(n=301)

リアルタイムな使用水量の状況(n=212)

水道事業の経営状況(n=112)

環境対策への取組(n=87)

水道水が届くまでの仕組み(n=86)

イベントの開催情報(n=34)

その他(n=9)

無回答(n=21)

合計(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「水道水の安全性」でみると、『18～29 歳』（50～53％）を除き、他の年齢は

60～77％となっています。 

「断水・濁水等のリアルタイムな緊急情報」でみると、80 歳以上（29％）、20

～29 歳（33％）を除き、他の年齢は 42～57％となっています。 

〇地域別 

「水道水の安全性」でみると、JR 以南地域（59％）、豊津・江坂・南吹田地域

（65％）を除き、他の地域は 71～74％となっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 18．水道に関して知りたい情報 

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12) 0.0 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=14) 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=87) 0.0

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183) 0.0

80歳以上(N=73) 0.0

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域
(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177) 0.0

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=187)

0.0

水
道
水
の
安
全
性

断
水
・
濁
水
等
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
緊
急
情
報

漏
水
等
、
困
っ
た
時
の
対
応

災
害
発
生
時
の
災
害
時
給
水
拠
点
及
び
災
害
時
給

水
所
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
開
設
状
況

災
害
対
策
へ
の
取
組

水
道
管
等
の
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
へ
の
取
組

水
道
料
金
の
仕
組
み

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
使
用
水
量
の
状
況

水
道
事
業
の
経
営
状
況

環
境
対
策
へ
の
取
組

水
道
水
が
届
く
ま
で
の
仕
組
み

合計(N=1021)

性
別

年
齢
別

地
域
別

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
情
報

そ
の
他

無
回
答

69.2 46.9 45.0 44.7 42.1 42.1 29.5 20.8 11.0 8.5 8.4 3.3 0.9 2.1 

68.3 44.2 41.0 41.3 41.8 43.2 29.5 21.6 16.2 9.1 8.1 2.5 1.5 2.2 

70.1 49.1 47.7 47.2 42.4 41.3 29.7 19.5 7.7 8.1 8.6 4.0 0.5 1.7 

75.0 50.0 66.7 50.0 58.3 50.0 25.0 33.3 16.7 8.3 

50.0 57.1 28.6 50.0 50.0 28.6 21.4 21.4 14.3 7.1 7.1 

52.9 33.3 33.3 34.5 37.9 24.1 28.7 26.4 3.4 8.0 8.0 2.3 1.1 

60.0 49.2 45.8 38.3 37.5 33.3 30.8 26.7 11.7 5.8 11.7 5.8 0.8 0.8 

77.2 49.7 45.6 36.3 35.7 40.4 33.3 29.2 11.1 7.0 11.1 5.8 2.3 0.6 

70.4 56.1 51.3 51.3 46.0 40.2 32.8 20.6 11.1 8.5 4.2 4.8 0.5 1.1 

73.3 51.7 51.7 55.0 50.6 53.3 30.6 16.7 8.9 11.7 8.9 1.1 0.6 0.6 

71.0 42.1 41.0 45.9 43.2 50.3 23.5 12.6 14.2 7.7 7.1 0.5 4.9 

75.3 28.8 38.4 41.1 35.6 42.5 24.7 15.1 17.8 11.0 12.3 4.1 5.5 

59.1 36.4 44.3 35.2 37.5 34.1 31.8 10.2 10.2 5.7 8.0 4.5 1.1 3.4 

71.5 53.5 45.8 50.7 42.4 42.4 29.9 18.8 11.1 9.7 6.3 2.8 1.4 1.4 

64.8 37.9 44.0 33.5 40.1 40.1 24.7 19.2 6.6 5.5 7.7 3.8 1.6 2.7 

72.9 51.4 44.6 48.0 48.0 44.6 36.2 22.0 8.5 11.9 11.3 2.3 1.7 

73.7 47.8 45.3 47.0 38.4 45.7 25.9 25.4 11.6 8.6 7.3 2.6 1.3 1.3 

71.1 52.9 47.6 50.8 47.1 42.8 31.0 22.5 17.1 9.1 10.2 4.8 0.5 
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問 19．「すいどうにゅーす」の読書経験 

 

 

【単純集計】 

「読んだことがある」（36％）、「読んだことはない」（49％）、「知っているが、

読んだことはない」（14％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 19．あなたは、水道部が年 2 回「市報すいた」と一緒に市内全戸にお届けしてい

る広報誌「すいどうにゅーす」を読んだことはありますか。 

36.2 

49.0 

13.7 

1.1 

40.0

45.0

12.3

1.7

44.1

54.1

-

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

読んだことがある(n=370)

読んだことはない(n=500)

知っているが、読んだことはない

(n=140)

無回答(n=11)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

「読んだことがある」でみると、女性（40％）は男性（31％）より 10 ポイン

ト高くなっています。 

〇年齢別 

「読んだことがある」でみると、20～29 歳（8％）から年齢が高くなるに従っ

て高くなる傾向がみられます。 

〇地域別 

「読んだことがある」でみると、山田・千里丘地域（42％）、千里ニュータウ

ン・万博・阪大地域（40％）、豊津・江坂・南吹田地域（37％）は他の地域（27

～35％）より高くなっています。 

 

〇問 10 水道施設の耐震化の重要性に関する意識別 

「読んだことがある」でみると、非常に重要だと思っている、重要であると思

っているは 33～38％ですが、あまり重要だとは思っていないは 9％と低くなっ

ています。 

 

 

 

  

問 10．水道施設の耐震化の重要性に関する意識✕ 
問 19．「すいどうにゅーす」の読書経験 

36.2 

38.2 

32.6 

9.1 

33.3 

49.0 

47.2 

52.9 

63.6 

66.7 

13.7 

14.0 

13.5 

18.2 

0.0 

1.1 

0.6 

1.0 

9.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

非常に重要だと思っている

(N=688)

重要であると思っている(N=310)

あまり重要だとは思っていない

(N=11)

重要だとは思っていない(N=3)

読んだことがある 読んだことはない

知っているが、読んだことはない 無回答
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問１．２．３．（属性）✕問 19．「すいどうにゅーす」の読書経験 

36.2 

30.5 

40.0 

33.3 

21.4 

8.0 

20.8 

35.7 

34.9 

44.4 

49.2 

50.7 

27.3 

35.4 

36.8 

31.1 

41.8 

39.6 

49.0 

54.5 

45.5 

41.7 

64.3 

73.6 

70.0 

52.6 

53.4 

36.7 

32.2 

35.6 

54.5 

51.4 

47.8 

53.7 

44.8 

47.1 

13.7 

14.3 

13.3 

25.0 

14.3 

18.4 

9.2 

11.7 

11.6 

18.9 

15.8 

8.2 

17.0 

11.8 

14.3 

14.7 

12.5 

13.4 

1.1 

0.7 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

5.5 

1.1 

1.4 

1.1 

0.6 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

読んだことがある 読んだことはない
知っているが、読んだことはない 無回答

合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 20．水道部ホームページの閲覧経験 

 

【単純集計】 

「見たことがある」（9％）、「見たことはない」（90％）となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「見たことがある」でみると、30～39 歳（14％）は他の年齢（0～11％）よ

り高くなっています。 

〇地域別 

「見たことがある」でみると、JR 以南地域（5％）は他の地域（9～10％）よ

り低くなっています。 

 

  

問 20．あなたは、水道部のホームページを見たことがありますか。 

8.6 

89.5 

1.9 

8.6

89.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある(n=88)

見たことはない(n=914)

無回答(n=19)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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問１．２．３．（属性）✕問 20．水道部ホームページの閲覧経験 

8.6 

8.8 

8.7 

0.0 

0.0 

8.0 

14.2 

9.9 

9.0 

6.1 

6.0 

11.0 

4.5 

10.4 

8.8 

9.0 

8.6 

9.1 

89.5 

89.2 

89.7 

100.0 

100.0 

92.0 

85.8 

90.1 

90.5 

93.3 

88.0 

83.6 

94.3 

86.8 

89.6 

88.1 

90.5 

90.9 

1.9 

2.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.6 

6.0 

5.5 

1.1 

2.8 

1.6 

2.8 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

見たことがある 見たことはない 無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 21．水道部からの情報提供の方法 

 

 

【単純集計】 

「市の広報誌「市報すいた」」（69％）、「水道部の広報誌「すいどうにゅー

す」」（36％）、「X（旧ツイッター）や LINE、インスタグラム等の SNS」

（27％）、「水道部のホームページ」（25％）となっています。 

前回調査と比較すると、「X（旧ツイッター）や LINE、インスタグラム等の

SNS」は９ポイント高くなっており、他は大きな差はみられません。 
 

 

「その他」：工事で水がにごる場合事前にポストとかに紙を入れてほしい、料金お知ら

せと共に配布、メーターの見方の情報、他 8 件  

問 21．あなたは、水道部からの情報をお届けする方法として、どれが良いと思われ

ますか。（あてはまるもの 3 つまで） 

69.4 

36.1 

27.4 

25.2 

6.2 

2.5 

2.5 

1.8 

1.2 

3.0 

72.3

37.6

18.7

24.4

10.4

3.0

4.4

5.0

1.2

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

市の広報誌「市報すいた」(n=709)

水道部の広報誌「すいどうにゅーす」

(n=369)

X（旧ツイッター）やLINE、インスタグラ

ム等のSNS(n=280)

水道部のホームページ(n=257)

吹田ケーブルテレビ(n=63)

他団体が主催するイベント(n=26)

職員が地域に出向いて水道についてお話し

する「出前講座」(n=26)

「めざせ！水道マイスター」等、水道部主

催のイベント(n=18)

その他(n=12)

無回答(n=31)

合計(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「市の広報誌「市報すいた」」でみると、『18～29 歳』（40～43％）は他の年

齢（60～79％）より低く、「X（旧ツイッター）や LINE、インスタグラム等の

SNS」でみると、『18～29 歳』（59～64％）は他の年齢（10～48％）より高く

なっています。 

〇地域別 

「市の広報誌「市報すいた」」でみると、JR 以南地域（63％）は、他の地域

（67～74％）より低くなっています。 

〇問 11 「災害時給水拠点」、「災害時給水所」の認知度別 

「市の広報誌「市報すいた」」でみると、「災害時給水拠点」、「災害時給水所」

を知っている（74％）、聞いたことがある（78％）は、知らない（64％）より高

くなっています。 

〇問 19 「すいどうにゅーす」の読書経験別 

「水道部の広報誌「すいどうにゅーす」」でみると、読んだことがある

（61％）は、知っているが読んだことがない（34％）、読んだことはない

（19％）より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 21．水道部からの情報提供の方法 

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=14) 0.0 0.0 0.0

20～29歳(N=87) 0.0 0.0 0.0

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域
(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=187)

性
別

年
齢
別

地
域
別

合計(N=1021)

職
員
が
地
域
に
出
向
い
て
水
道
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
「
出
前
講
座
」

「
め
ざ
せ
！
水
道
マ
イ
ス
タ
ー
」
等
、

水
道
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

無
回
答

市
の
広
報
誌
「
市
報
す
い
た
」

水
道
部
の
広
報
誌
「
す
い
ど
う
に
ゅ
ー

す
」

X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
や
L
I
N
E
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
S
N
S

水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

吹
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

他
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

69.4 36.1 27.4 25.2 6.2 2.5 2.5 1.8 1.2 3.0 

66.1 36.6 24.8 29.2 7.9 2.9 1.5 2.2 1.7 2.7 

72.1 35.8 29.1 22.4 5.0 2.4 3.2 1.5 0.8 3.0 

58.3 41.7 41.7 25.0 

42.9 28.6 64.3 28.6 7.1 7.1 7.1 

40.2 19.5 58.6 28.7 5.7 2.3 3.4 

60.0 20.8 47.5 22.5 5.0 4.2 2.5 2.5 0.8 0.8 

70.8 29.2 31.0 28.1 2.3 3.5 2.9 1.8 0.6 1.8 

73.5 32.3 30.2 27.0 9.5 2.1 2.6 1.1 3.2 2.1 

78.3 50.0 15.0 28.3 6.7 2.2 1.7 0.6 1.1 2.8 

78.7 47.0 10.4 21.9 6.6 1.6 2.7 1.6 0.5 6.6 

68.5 49.3 9.6 13.7 5.5 2.7 4.1 2.7 1.4 5.5 

62.5 35.2 25.0 20.5 5.7 1.1 4.5 1.1 2.3 3.4 

72.2 38.9 23.6 28.5 7.6 2.1 1.4 2.1 0.7 1.4 

67.0 33.0 25.3 24.2 7.1 2.7 1.6 1.1 1.1 3.8 

70.6 29.9 32.2 31.1 5.1 2.3 4.0 1.7 1.1 1.7 

70.3 38.8 30.2 23.7 6.0 3.4 1.3 1.7 0.9 3.0 

73.8 41.2 26.7 22.5 4.8 2.1 3.7 2.7 1.1 2.7 
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問 11．「災害時給水拠点」、「災害時給水所」の認知度✕ 
問 21．水道部からの情報提供の方法 

合計(N=1021)

具体的な場所を知っている
(N=214)

0.0

聞いたことはあるが、具体的な
場所は知らない(N=226)

知らない(N=569)

その他(N=2) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

吹
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
や
L
I
N
E
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
S
N
S

「
め
ざ
せ
！
水
道
マ
イ
ス
タ
ー
」
等
、

水
道
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

他
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

職
員
が
地
域
に
出
向
い
て
水
道
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
「
出
前
講
座
」

そ
の
他

水
道
部
の
広
報
誌
「
す
い
ど
う
に
ゅ
ー

す
」

水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
の
広
報
誌
「
市
報
す
い
た
」

無
回
答

　

36.1 25.2 69.4 6.2 27.4 1.8 2.5 2.5 1.2 3.0 

41.1 24.3 74.3 5.6 30.4 1.9 1.9 3.3 4.2 

43.4 30.1 78.3 8.8 25.2 1.8 2.7 2.2 0.9 0.9 

31.6 23.9 64.3 5.4 27.6 1.8 2.8 2.5 1.8 2.6 

50.0 100.0 50.0 
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問 19．「すいどうにゅーす」の読書経験✕問 21．水道部からの情報提供の方法 

合計(N=1021)

読んだことがある(N=370)

読んだことはない(N=500)

知っているが、読んだことはな
い(N=140)

吹
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
や
L
I
N
E
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
S
N
S

「
め
ざ
せ
！
水
道
マ
イ
ス
タ
ー
」
等
、

水
道
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

他
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

職
員
が
地
域
に
出
向
い
て
水
道
に
つ
い

て
お
話
し
す
る
「
出
前
講
座
」

そ
の
他

水
道
部
の
広
報
誌
「
す
い
ど
う
に
ゅ
ー

す
」

水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
の
広
報
誌
「
市
報
す
い
た
」

無
回
答

　 　

36.1 25.2 69.4 6.2 27.4 1.8 2.5 2.5 1.2 3.0 

60.8 22.7 80.5 5.4 20.3 1.4 1.9 3.0 0.5 3.5 

19.0 27.2 61.4 6.2 33.8 1.0 3.4 2.0 1.6 1.6 

34.3 25.7 72.9 8.6 25.7 5.7 1.4 3.6 1.4 1.4 
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問 21－１．情報を受け取りやすいＳＮＳ媒体 

 

 

 

【単純集計】 

「LINE（ライン）」（66％）、「X（旧ツイッター）」（34％）、「Instagram（イン

スタグラム）」（34％）となっています。 

 

 
「その他」：TikTok（ティックトック） 

  

66.1 

33.9 

33.6 

17.9 

2.5 

0.7 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

LINE（ライン）(n=185)

X（旧ツイッター）(n=95)

Instagram（インスタグラム）(n=94)

YouTube(n=50)

Facebook（フェイスブック）(n=7)

その他(n=2)

無回答(n=7)

合計(N=280)

問 21－1．問 21 で｢X（旧ツイッター）や LINE、インスタグラム等の SNS」と回

答された方にお聞きします。 

あなたは、どの SNS 媒体が情報を受け取りやすいですか。（あてはまるもの２つ 

まで） 
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【クロス集計】 

〇性別 

「LINE（ライン）」では男女別には大きな差はみられません。 

「X（旧ツイッター）」では男性は女性より 10 ポイント高く、「Instagram（イ

ンスタグラム）」では女性は男性より 10 ポイント高くなっています。 

〇年齢別 

「LINE（ライン）」でみると、年齢が高くなるに従って高くなる傾向が見られ

ます。「X（旧ツイッター）」でみると、『18～49 歳』（32～47％）は『50～79

歳』（5～30％）より高くなっています。 

〇地域別 

「LINE（ライン）」でみると、JR 以南地域（50％）は他の地域（59～75％）

より低くなっていますが、「X（旧ツイッター）」でみると、JR 以南地域（59％）

は他の地域（23～41％）より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 21－1．情報を受け取りやすいＳＮＳ媒体 

男性(N=101)

女性(N=173)

答えたくない(N=5) 0.0 0.0 0.0

18・19歳(N=9) 0.0 0.0

20～29歳(N=51) 0.0 0.0

30～39歳(N=57) 0.0

40～49歳(N=53) 0.0

50～59歳(N=57) 0.0

60～69歳(N=27) 0.0 0.0

70～79歳(N=19) 0.0 0.0 0.0

80歳以上(N=7) 0.0 0.0

JR以南地域(N=22) 0.0 0.0

片山・岸部地域(N=34) 0.0 0.0

豊津・江坂・南吹田地域(N=46) 0.0 0.0

千里山・佐井寺地域(N=57) 0.0

山田・千里丘地域(N=70) 0.0

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=50)

L
I
N
E
（
ラ
イ
ン
）

X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）

Y
o
u
T
u
b
e

F
a
c
e
b
o
o
k

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）

そ
の
他

無
回
答

合計(N=280)

性
別

年
齢
別

地
域
別

66.1 33.9 33.6 17.9 2.5 0.7 2.5 

67.3 39.6 27.7 27.7 5.0 1.0 2.0 

65.3 29.5 37.6 12.1 1.2 0.6 2.9 

60.0 80.0 20.0 20.0 

44.4 33.3 44.4 55.6 11.1 

58.8 41.2 43.1 13.7 2.0 

59.6 47.4 43.9 10.5 1.8 1.8 

67.9 32.1 35.8 15.1 5.7 1.9 

68.4 26.3 33.3 19.3 3.5 1.8 

77.8 29.6 14.8 22.2 7.4 

89.5 5.3 36.8 5.3 

57.1 42.9 14.3 14.3 14.3 

50.0 59.1 45.5 9.1 4.5 

73.5 41.2 17.6 17.6 2.9 

65.2 37.0 34.8 17.4 2.2 

75.4 22.8 33.3 19.3 3.5 1.8 

58.6 31.4 37.1 21.4 2.9 5.7 

68.0 32.0 34.0 16.0 4.0 2.0 2.0 
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問 22．水道部の公式インスタグラムの閲覧経験 

 

 

【単純集計】 

「見たことがある」（2％）、「見たことはない」（96％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

年齢別には大きな差はみられません。 

〇地域別 

地域別には大きな差はみられません。 

  

問 22．より多くの方に水道事業への関心を持っていただくため、水道部の公式イン

スタグラムを開設し、様々な投稿を行っています。あなたは、水道部の公式インスタ

グラムを見たことがありますか。 

1.6 

95.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある(n=16)

見たことはない(n=975)

無回答(n=30)

今回調査(N=1021)
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問１．２．３．（属性）✕問 22．水道部の公式インスタグラムの閲覧経験 

1.6 

1.5 

1.7 

0.0 

0.0 

1.1 

3.3 

1.2 

0.5 

2.2 

1.1 

2.7 

0.0 

0.7 

1.1 

2.8 

2.2 

1.6 

95.5 

96.1 

95.5 

100.0 

100.0 

98.9 

95.0 

98.2 

98.4 

96.7 

92.9 

83.6 

94.3 

96.5 

96.7 

95.5 

95.3 

96.3 

2.9 

2.5 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

0.6 

1.1 

1.1 

6.0 

13.7 

5.7 

2.8 

2.2 

1.7 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

見たことがある 見たことはない 無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 23．断水・濁水に関する情報入手方法 

 

 

【単純集計】 

「広報車による巡回広報」（55％）、「水道部のホームページ」（53％）、「X（旧

ツイッター）、LINE 等の SNS」（43％）、「避難所や公共施設での掲示板等による

情報提供」（33％）、「防災無線」（24％）となっています。 

 
「その他」：吹田市の LINE、テレビにて流す、他 9 件 

  

問 23．災害等により断水や濁水が発生した際に情報を得る方法について、あなたが

有効だと思うものは何ですか。（あてはまるものすべて） 

54.5 

53.4 

43.3 

33.2 

23.5 

14.9 

1.1 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

広報車による巡回広報(n=556)

水道部のホームページ(n=545)

X（旧ツイッター）、LINE等の

SNS(n=442)

避難所や公共施設での掲示板等による情報

提供(n=339)

防災無線(n=240)

水道部のインスタグラム(n=152)

その他(n=11)

無回答(n=24)

合計(N=1021)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「広報車による巡回広報」でみると、20～29 歳（29％）から年齢が高くなる

に従って高くなる傾向が見られます。 

「水道部のホームページ」でみると、『18～69 歳』（53～65％）は５割以上で

すが、『70～80 歳以上』（26～40％）は４割以下となっています。 

〇地域別 

「水道部のホームページ」でみると、豊津・江坂・南吹田地域（62％）、千里

山・佐井寺地域（58％）は他の地域より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 23．断水・濁水に関する情報入手方法 

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12) 0.0 0.0

18・19歳(N=14) 0.0 0.0

20～29歳(N=87) 0.0 0.0

30～39歳(N=120) 0.0 0.0

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189) 0.0

60～69歳(N=180) 0.0

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域
(N=182)

0.0

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=187)

広
報
車
に
よ
る
巡
回
広
報

水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
、

L
I
N
E
等
の
S
N
S

避
難
所
や
公
共
施
設
で
の
掲

示
板
等
に
よ
る
情
報
提
供

防
災
無
線

水
道
部
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

そ
の
他

無
回
答

合計(N=1021)

性
別

年
齢
別

地
域
別

54.5 53.4 43.3 33.2 23.5 14.9 1.1 2.4 

53.1 58.0 42.5 31.9 24.6 13.8 1.2 2.0 

55.5 50.4 43.7 34.1 22.9 15.5 1.0 2.2 

50.0 50.0 58.3 41.7 16.7 25.0 

57.1 57.1 57.1 42.9 57.1 35.7 

28.7 52.9 64.4 14.9 25.3 23.0 

39.2 53.3 65.0 31.7 29.2 18.3 

45.6 64.9 48.5 31.0 25.1 20.5 2.9 1.2 

51.9 61.9 47.1 32.3 23.8 20.1 2.1 

66.7 58.9 38.9 41.1 21.1 11.7 1.1 

70.5 39.9 24.6 39.3 17.5 4.4 1.1 4.4 

68.5 26.0 16.4 28.8 23.3 4.1 2.7 9.6 

59.1 45.5 38.6 30.7 23.9 14.8 3.4 4.5 

57.6 52.8 41.7 31.9 22.2 16.0 1.4 3.5 

52.2 62.1 40.7 35.2 22.5 13.2 1.6 

50.8 57.6 44.1 31.1 29.9 9.6 0.6 1.7 

54.3 49.1 47.4 34.1 20.7 19.4 0.9 1.3 

57.8 52.9 45.5 35.8 23.5 15.5 1.6 0.5 
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問 24．参加したい水道部のイベント 

 

 

【単純集計】 

「利き水（水道水と市販のボトル水の飲み比べ）などの水道水の PR」

（37％）、「非常用飲料水袋等を用いた応急給水体験」（36％）、「水処理実験（水

がきれいになる実験等）」（35％）、「漏水修理体験（水道管の漏水を修理）」

（19％）、「断水体験（水道が使用できない状況を各ご家庭で体験）」（17％）とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」：水道局を信頼している、浄水場見学会、参加したいと思わない、イベント

は不要、参加しない、他 28 件 

  

問 24．あなたが、水道部のイベントで参加したいと思う内容はどれですか。（あて

はまるものすべて） 

37.4 

36.4 

35.4 

18.9 

17.2 

9.9 

3.5 

3.3 

7.4 

10.8 

0% 20% 40% 60%

利き水（水道水と市販のボトル水の飲み比べ）などの水道水の

PR(n=382)

非常用飲料水袋等を用いた応急給水体験(n=372)

水処理実験（水がきれいになる実験等）(n=361)

漏水修理体験（水道管の漏水を修理）(n=193)

断水体験（水道が使用できない状況を各ご家庭で体験）(n=176)

水道に関するクイズコーナー(n=101)

水道いどばた会議（水道の現状や課題、災害の備え、水道の将来の

姿などについて職員と一緒に考えるタウンミーティング）(n=36)

給水車等との写真撮影(n=34)

その他(n=76)

無回答(n=110)

合計(N=1021)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「利き水などの水道水の PR」でみると、『18～29 歳』（46～57％）は他の年

齢より高く、「非常用飲料水袋等を用いた応急給水体験」では、『30～69 歳』（37

～48％）は他の年齢より高く、「水処理実験」では、18・19 歳・『30～49 歳』

（43～50％）は他の年齢より高くなっています。 

〇地域別 

「利き水などの水道水の PR」でみると、片山・岸部地域（47％）が他の地域

より高くなっていますが、「非常用飲料水袋等を用いた応急給水体験」、「水処理実

験」では、ＪＲ以南地域（25％、28％）が他の地域（32～40％、34～39％）

より低くなっています。  
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問１．２．３．（属性）✕問 24．参加したい水道部のイベント 

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12) 0.0

18・19歳(N=14) 0.0 0.0

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183) 0.0

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域
(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大
地域(N=187)

利
き
水
な
ど
の
水
道
水
の

P
R

非
常
用
飲
料
水
袋
等
を
用

い
た
応
急
給
水
体
験

水
処
理
実
験

漏
水
修
理
体
験

断
水
体
験

水
道
に
関
す
る
ク
イ
ズ

コ
ー
ナ
ー

水
道
い
ど
ば
た
会
議

給
水
車
等
と
の
写
真
撮
影

そ
の
他

無
回
答

合計(N=1021)

性
別

年
齢
別

地
域
別

37.4 36.4 35.4 18.9 17.2 9.9 3.5 3.3 7.4 10.8 

38.6 33.9 36.4 20.6 17.0 8.8 3.7 2.7 8.6 11.1 

36.8 38.3 34.6 18.0 17.5 10.8 3.4 3.5 6.9 9.9 

33.3 41.7 50.0 16.7 16.7 8.3 8.3 16.7 8.3 

57.1 14.3 50.0 21.4 28.6 21.4 7.1 7.1 

46.0 29.9 33.3 16.1 26.4 12.6 2.3 6.9 4.6 4.6 

42.5 47.5 42.5 25.8 23.3 14.2 2.5 9.2 4.2 5.0 

37.4 38.6 46.8 21.6 18.1 7.6 4.1 7.0 3.5 7.0 

32.3 36.5 29.6 23.3 18.0 7.9 2.6 1.6 12.2 7.9 

42.2 43.9 33.3 17.2 11.1 13.9 5.6 0.6 5.0 7.8 

32.2 28.4 31.1 12.0 14.8 7.1 3.3 12.0 18.0 

30.1 27.4 28.8 15.1 11.0 5.5 4.1 1.4 8.2 30.1 

34.1 25.0 28.4 14.8 14.8 11.4 3.4 2.3 8.0 12.5 

46.5 31.9 38.9 18.1 13.9 14.6 2.1 2.8 7.6 11.1 

40.1 38.5 34.1 20.3 15.9 7.7 3.8 5.5 6.0 12.6 

31.1 37.3 38.4 19.2 18.1 9.0 4.5 2.3 10.7 9.0 

35.8 39.7 35.3 19.0 17.7 7.8 2.2 3.0 7.3 10.3 

38.5 39.6 35.3 20.9 21.9 11.8 4.3 3.7 5.9 7.5 
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問 25．水道事業の満足度 

 

【単純集計】 

「満足している」（29％）と「どちらかといえば満足している」（65％）を合わ

せた『満足している』は 94％、「どちらかといえば不満である」（3％）と「不満

である」（1％）を合わせた『満足していない』は 3％となっています。 

前回調査と比べると、「どちらかといえば満足している」は 7 ポイント低くなっ

ていますが、「満足している」は 7 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅶ．水道事業全般について 

問 25．あなたは、本市の水道事業について満足されていますか。 

28.5 

65.0 

2.7 

0.6 

3.1 

21.6

72.3

3.6

0.3

2.2

21.0

71.3

4.4

0.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=291)

どちらかといえば満足している(n=664)

どちらかといえば不満である(n=28)

不満である(n=6)

無回答(n=32)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054) 前々回調査(N=1158)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「満足している」でみると、18・19 歳（43％）から 60～69 歳までは年齢が

高くなるに従って低下する傾向が見られます。しかし、『70～80 歳以上』（32～

34％）は 60～69 歳（24％）より高くなっています。 

〇地域別 

地域別には大きな差はみられません。 

 

〇給水方式・住宅形態別 

「満足している」でみると、直結直圧（34％）、集合住宅（5 階建て以下）

（31％）は他（21～27％）より高くなっています。 

〇問７ 飲用で使う水の種類別 

「満足している」でみると、水道水をそのまま（35％）は浄水器（22％）、 

ウォーターサーバー（23％）より高くなっています。 

〇問 15 水道料金に関する感想別 

「満足している」でみると、水道料金を安いと思うほど高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 25．水道事業の満足度 

28.5 

30.0 

27.6 

33.3 

42.9 

36.8 

32.5 

24.0 

23.3 

23.9 

34.4 

31.5 

26.1 

29.2 

31.3 

30.5 

25.4 

28.3 

65.0 

62.4 

66.7 

58.3 

57.1 

57.5 

61.7 

70.2 

71.4 

71.1 

57.4 

56.2 

61.4 

62.5 

64.3 

63.3 

69.0 

67.4 

2.7 

2.9 

2.5 

8.3 

0.0 

3.4 

3.3 

4.1 

3.2 

0.6 

2.2 

4.1 

2.3 

3.5 

1.6 

2.8 

1.7 

4.3 

0.6 

1.2 

0.2 

0.0 

0.0 

1.1 

0.8 

0.0 

1.1 

1.1 

0.0 

0.0 

2.3 

1.4 

0.5 

0.6 

0.0 

0.0 

3.1 

3.4 

3.0 

0.0 

0.0 

1.1 

1.7 

1.8 

1.1 

3.3 

6.0 

8.2 

8.0 

3.5 

2.2 

2.8 

3.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問 5．住まいの給水方式・問 5－1．住まいの形態✕問 25．水道事業の満足度 

28.5 

34.1 

21.3 

27.1 

23.7 

31.1 

25.8 

65.0 

56.9 

70.2 

67.1 

69.3 

64.2 

70.5 

2.7 

3.5 

6.4 

1.4 

0.9 

3.8 

2.2 

0.6 

0.8 

2.1 

0.5 

0.9 

0.0 

0.4 

3.1 

4.7 

0.0 

3.9 

5.3 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

直結直圧(N=255)

直結増圧(N=47)

受水槽(N=207)

一戸建て(N=114)

集合住宅（5階建て以下）(N=106)

集合住宅（6階建て以上）(N=271)

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

無回答 合計
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問７．飲用で使う水の種類✕問 25．水道事業の満足度 

問 15．水道料金に関する感想✕問 25．水道事業の満足度 

28.5 

35.2 

21.7 

23.3 

30.6 

33.3 

65.0 

59.1 

72.3 

66.7 

65.3 

51.5 

2.7 

2.4 

1.8 

6.7 

2.8 

9.1 

0.6 

0.7 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

2.6 

3.4 

3.3 

1.4 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

水道水をそのまま(N=455)

浄水器(N=383)

ウォーターサーバー(N=60)

市販のボトル水（災害時の備蓄用は除く）

(N=72)

その他(N=33)

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

無回答 合計

28.5 

20.2 

19.5 

31.7 

42.3 

52.4 

34.7 

65.0 

66.5 

74.2 

64.5 

53.5 

42.9 

61.3 

2.7 

5.8 

2.3 

2.0 

1.4 

4.8 

2.4 

0.6 

2.3 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

5.2 

4.1 

1.3 

2.8 

0.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

高いと思う(N=173)

どちらかといえば高いと思う(N=221)

普通だと思う(N=394)

どちらかといえば安いと思う(N=71)

安いと思う(N=21)

よくわからない(N=124)

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である 不満である

無回答 合計
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問 26．水道部職員の応対の満足度 

 

【単純集計】 

「満足している」（13％）と「やや満足している」（8％）を合わせた『満足し

ている』は 22％、「やや不満である」（1％）と「不満である」（1％未満）を合わ

せた『満足していない』は 2％、「普通である」（22％）となっています。 

前回調査と比べると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 26．あなたは、電話や窓口等で水道部職員（検針員等の委託業者を含む）の応対

についてどのように感じていますか。 

13.3 

8.2 

21.6 

1.2 

0.3 

53.0 

2.4 

10.8

7.5

24.2

0.8

0.6

54.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

満足している(n=136)

やや満足している(n=84)

普通である(n=221)

やや不満である(n=12)

不満である(n=3)

わからない(n=541)

無回答(n=24)

今回調査(N=1021) 前回調査(N=1054)
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【クロス集計】 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

『満足している』でみると、18～19 歳（14％）からおおむね年齢が高くなる

に従って緩やかに高くなる傾向がみられます。 

〇地域別 

『満足している』でみると、JR 以南地域（28％）、千里山・佐井寺地域

（25％）は他の地域より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 26．水道部職員の応対の満足度 

13.3 

14.5 

12.4 

16.7 

14.3 

8.0 

10.8 

12.3 

13.2 

12.8 

16.9 

19.2 

18.2 

11.8 

12.6 

14.7 

10.3 

15.0 

8.2 

9.3 

7.4 

8.3 

0.0 

6.9 

6.7 

10.5 

5.3 

8.9 

9.8 

9.6 

10.2 

9.7 

8.2 

10.2 

6.0 

6.4 

21.6 

22.1 

21.2 

33.3 

7.1 

20.7 

20.0 

15.8 

20.6 

25.0 

24.0 

30.1 

25.0 

25.0 

18.1 

17.5 

22.4 

23.5 

1.2 

1.5 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

1.8 

0.5 

1.7 

1.6 

1.4 

3.4 

0.7 

1.6 

1.1 

0.9 

0.5 

0.3 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.8 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

53.0 

49.9 

55.5 

41.7 

78.6 

62.1 

60.8 

58.5 

59.8 

48.3 

43.7 

30.1 

37.5 

48.6 

58.2 

53.1 

58.6 

54.0 

2.4 

2.0 

2.5 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

1.2 

0.5 

2.8 

3.8 

9.6 

5.7 

2.8 

1.1 

3.4 

1.7 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

満足している やや満足している 普通である

やや不満である 不満である わからない

無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別

性
別

年
齢
別

地
域
別
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69.5 

55.3 

58.9 

27.5 

21.4 

17.9 

21.5 

34.4 

44.7 

12.7 

12.3 

27.7 

40.0 

36.7 

46.6 

47.3 

46.0 

50.0 

50.0 

44.4 

41.7 

38.8 

1.3 

2.2 

2.4 

17.5 

21.5 

25.8 

21.9 

10.9 

7.6 

32.5 

34.2 

0.5 

0.4 

0.4 

5.7 

6.8 

6.9 

2.7 

2.2 

1.2 

9.2 

8.1 

1.0 

2.2 

1.6 

2.6 

3.0 

3.4 

3.7 

2.5 

2.2 

3.8 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 飲み水としての安全な水道水

② 老朽化した水道管の更新等、健

全な水道施設

③ 施設の耐震化や応急給水の充実

等、災害に強い水道

④ 太陽光発電の導入等、環境にや

さしい事業運営

⑤ 業務委託の推進等、効率的な事

業運営

⑥ 官民連携の積極的な導入

⑦ 他市町村水道事業体との広域的

な事業運営

⑧ 料金支払方法の多様化等、充実

した市民サービス

⑨ 誰もが必要な水道水を充分使え

るための料金水準

⑩ 水道事業に親しむためのイベン

ト、広報

⑪ 市民が水道事業に参画するため

の広聴活動

大いに期待している 期待している

あまり期待していない 期待していない

無回答 合計

問 27．水道事業の施策・取組に対する期待度 

 

【単純集計】 

「大いに期待している」でみると、「①飲み水としての安全な水道水」

（70％）、「③施設の耐震化や応急給水の充実等、災害に強い水道」（59％）、「②

老朽化した水道管の更新等、健全な水道施設」（55％）、「⑨誰もが必要な水道水

を充分使えるための料金水準」（45％）、「⑧料金支払方法の多様化等、充実した

市民サービス」（34％）となっています。 

前回調査と比べると、大きな差はみられません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 飲み水としての安全な水道水 

② 老朽化した水道管の更新等、健全な
水道施設 

③ 施設の耐震化や応急給水の充実等、
災害に強い水道 

④ 太陽光発電の導入等、環境にやさし
い事業運営 

⑤ 業務委託の推進等、効率的な事業運
営 

⑥ 官民連携の積極的な導入 

⑦ 他市町村水道事業体との広域的な事
業運営 

⑧ 料金支払方法の多様化等、充実した
市民サービス 

⑨ 誰もが必要な水道水を充分使えるた
めの料金水準 

⑩ 水道事業に親しむためのイベント、
広報 

⑪ 市民が水道事業に参画するための広
聴活動 

問 27．あなたは、これからの本市の水道事業の施策・取組に対して、どの程度期待

されていますか。（各項目それぞれについて 1 つだけ） 
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【「大いに期待していること」での上位４項目のクロス集計】 

（第１位）①飲み水としての安全な水道水 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「大いに期待している」でみると、18・19 歳（86％）は他の年齢（64～

72％）より高くなっています。 

〇地域別 

「大いに期待している」でみると、ＪＲ以南地域（64％）は他の地域（68～

73％）より低くなっています。 

 

  

97.4 

96.1 

94.2 

63.3 

50.9 

46.9 

59.0 

68.0 

87.0 

33.6 

30.7 

0.8 

0.9 

2.1 

31.1 

43.4 

46.7 

34.3 

25.8 

8.1 

60.2 

62.9 

1.8 

3.0 

3.7 

5.6 

5.7 

6.3 

6.7 

6.1 

4.9 

6.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 飲み水としての安全な水道水

② 老朽化した水道管の更新等、健

全な水道施設

③ 施設の耐震化や応急給水の充実

等、災害に強い水道

④ 太陽光発電の導入等、環境にや

さしい事業運営

⑤ 業務委託の推進等、効率的な事

業運営

⑥ 官民連携の積極的な導入

⑦ 他市町村水道事業体との広域的

な事業運営

⑧ 料金支払方法の多様化等、充実

した市民サービス

⑨ 誰もが必要な水道水を充分使え

るための料金水準

⑩ 水道事業に親しむためのイベン

ト、広報

⑪ 市民が水道事業に参画するため

の広聴活動

97.3 

96.5 

94.6 

74.8 

69.4 

61.6 

73.1 

83.2 

89.3 

52.5 

48.3 

1.3 

1.4 

1.7 

21.1 

26.0 

33.5 

21.4 

11.9 

6.3 

42.0 

43.6 

1.4 

2.1 

3.6 

4.2 

4.6 

4.9 

5.6 

4.9 

4.5 

5.5 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 飲み水としての安全な水道水

② 老朽化した水道管の更新等、健

全な水道施設

③ 施設の耐震化や応急給水の充実

等、災害に強い水道

④ 太陽光発電の導入等、環境にや

さしい事業運営

⑤ 業務委託の推進等、効率的な事

業運営

⑥ 官民連携の積極的な導入

⑦ 他市町村水道事業体との広域的

な事業運営

⑧ 料金支払方法の多様化等、充実

した市民サービス

⑨ 誰もが必要な水道水を充分使え

るための料金水準

⑩ 水道事業に親しむためのイベン

ト、広報

⑪ 市民が水道事業に参画するため

の広聴活動

97.2 

95.3 

95.6 

74.1 

68.7 

63.9 

71.5 

84.4 

89.1 

54.4 

51.1 

1.8 

2.6 

2.8 

23.2 

28.3 

32.7 

24.6 

13.1 

8.8 

41.7 

42.3 

1.0 

2.2 

1.6 

2.6 

3.0 

3.4 

3.7 

2.5 

2.2 

3.8 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健

今回調査（N=1021）  前回調査（N=1054） 前々回調査（N=1158） 

 
① 飲み水としての安全な水道

水 

② 老朽化した水道管の更新
等、健全な水道施設 

③ 施設の耐震化や応急給水の
充実等、災害に強い水道 

④ 太陽光発電の導入等、環境
にやさしい事業運営 

⑤ 業務委託の推進等、効率的
な事業運営 

⑥ 官民連携の積極的な導入 

⑦ 他市町村水道事業体との広
域的な事業運営 

⑧ 料金支払方法の多様化等、
充実した市民サービス 

⑨ 誰もが必要な水道水を充分
使えるための料金水準 

⑩ 水道事業に親しむためのイ
ベント、広報 

⑪ 市民が水道事業に参画する
ための広聴活動 

※『期待している』は「大いに期待している」と「期待している」の合計 
『期待していない』は「あまり期待していない」と「期待していない」の合計 
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（第２位）③施設の耐震化や応急給水の充実等、災害に強い水道 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「大いに期待している」でみると、30～39 歳（64％）、60～69 歳（63％）

は他の年齢（50～60％）より高くなっています。 

〇地域別 

「大いに期待している」でみると、ＪＲ以南地域（50％）は他の地域（56～

63％）より低くなっています。 

 

  



125 
 

（第３位）②老朽化した水道管の更新等、健全な水道施設 

〇性別 

男女別には大きな差はみられません。 

〇年齢別 

「大いに期待している」でみると、18・19 歳（64％）、60～69 歳（62％）、

30～39 歳（60％）は他の年齢（51～56％）より高くなっています。 

〇地域別 

地域別には大きな差はみられません。 

 

 

（第４位）⑨誰もが必要な水道水を充分使えるための料金水準 

〇性別 

「大いに期待している」でみると、女性（47％）は男性（41％）より 6 ポイ

ント高くなっています。 

〇年齢別 

「大いに期待している」でみると、30～39 歳（56％）は他の年齢（37～

52％）より高くなっています。 

〇地域別 

「大いに期待している」でみると、千里山・佐井寺地域（51％）は他の地域

（42～45％）より高くなっています。 
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問１．２．３．（属性）✕問 27．水道事業の施策・取組に対する期待度 
（第１位 ①飲み水としての安全な水道水） 

69.5 

69.3 

70.1 

66.7 

85.7 

64.4 

70.0 

69.0 

68.3 

72.2 

71.0 

67.1 

63.6 

68.1 

72.5 

73.4 

69.4 

69.0 

27.7 

27.8 

27.4 

33.3 

14.3 

32.2 

27.5 

28.7 

29.6 

26.7 

26.2 

26.0 

33.0 

29.2 

24.7 

24.3 

27.6 

29.9 

1.3 

1.2 

1.3 

0.0 

0.0 

3.4 

2.5 

1.2 

1.6 

0.0 

0.5 

1.4 

1.1 

0.7 

2.2 

1.7 

0.9 

0.5 

0.5 

0.7 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.5 

0.6 

0.5 

0.0 

1.1 

0.0 

0.5 

0.6 

0.4 

0.5 

1.0 

1.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.6 

5.5 

1.1 

2.1 

0.0 

0.0 

1.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

大いに期待している 期待している あまり期待していない

期待していない 無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問１．２．３．（属性）✕問 27．水道事業の施策・取組に対する期待度 
（第２位 ③施設の耐震化や応急給水の充実等、災害に強い水道） 

58.9 

59.2 

59.3 

50.0 

50.0 

57.5 

64.2 

59.1 

60.3 

63.3 

54.1 

53.4 

50.0 

58.3 

62.6 

63.3 

59.9 

55.6 

36.7 

36.1 

36.8 

50.0 

50.0 

36.8 

32.5 

38.0 

37.6 

33.3 

39.9 

37.0 

43.2 

36.8 

34.6 

32.8 

35.3 

41.7 

2.4 

2.7 

2.2 

0.0 

0.0 

5.7 

3.3 

1.8 

1.6 

1.7 

2.2 

2.7 

4.5 

2.1 

2.2 

2.8 

2.6 

1.6 

0.4 

0.7 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.5 

0.6 

0.5 

0.0 

1.1 

0.0 

0.5 

0.6 

0.4 

0.0 

1.6 

1.2 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

1.1 

3.3 

6.8 

1.1 

2.8 

0.0 

0.6 

1.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

大いに期待している 期待している あまり期待していない

期待していない 無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問１．２．３．（属性）✕問 27．水道事業の施策・取組に対する期待度 
（第３位 ②老朽化した水道管の更新等、健全な水道施設） 

55.3 

54.1 

56.6 

58.3 

64.3 

55.2 

60.0 

53.8 

51.9 

61.7 

51.4 

56.2 

50.0 

56.9 

58.8 

54.2 

56.0 

54.5 

40.0 

41.8 

38.7 

41.7 

21.4 

41.4 

36.7 

42.1 

45.0 

33.9 

43.7 

35.6 

43.2 

37.5 

39.0 

41.2 

39.7 

41.2 

2.2 

2.2 

2.0 

0.0 

14.3 

3.4 

2.5 

2.3 

2.6 

1.7 

0.5 

0.0 

2.3 

2.1 

1.6 

2.8 

1.7 

2.7 

0.4 

0.7 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.5 

0.6 

0.5 

0.0 

1.1 

0.0 

0.5 

0.6 

0.4 

0.0 

2.2 

1.2 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

1.2 

0.0 

2.2 

3.8 

8.2 

3.4 

3.5 

0.0 

1.1 

2.2 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

大いに期待している 期待している あまり期待していない

期待していない 無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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問１．２．３．（属性）✕問 27．水道事業の施策・取組に対する期待度 
（第４位 ⑨誰もが必要な水道水を充分使えるための料金水準） 

44.7 

41.0 

47.4 

58.3 

50.0 

43.7 

55.8 

51.5 

41.8 

43.9 

37.2 

41.1 

43.2 

43.8 

43.4 

50.8 

45.3 

41.7 

44.4 

47.2 

42.4 

41.7 

42.9 

47.1 

35.0 

39.8 

49.7 

43.9 

48.6 

43.8 

38.6 

47.2 

47.3 

39.5 

45.3 

46.0 

7.6 

8.6 

7.2 

0.0 

7.1 

8.0 

9.2 

6.4 

6.9 

8.9 

8.7 

4.1 

12.5 

5.6 

6.6 

7.9 

6.9 

9.1 

1.2 

1.7 

0.8 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

1.8 

0.0 

1.7 

2.2 

1.4 

4.5 

0.0 

1.1 

0.6 

0.9 

1.6 

2.2 

1.5 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.6 

1.7 

3.3 

9.6 

1.1 

3.5 

1.6 

1.1 

1.7 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1021)

男性(N=407)

女性(N=595)

答えたくない(N=12)

18・19歳(N=14)

20～29歳(N=87)

30～39歳(N=120)

40～49歳(N=171)

50～59歳(N=189)

60～69歳(N=180)

70～79歳(N=183)

80歳以上(N=73)

JR以南地域(N=88)

片山・岸部地域(N=144)

豊津・江坂・南吹田地域(N=182)

千里山・佐井寺地域(N=177)

山田・千里丘地域(N=232)

千里ニュータウン・万博・阪大地域

(N=187)

性
別

年
齢

別
地

域
別

大いに期待している 期待している あまり期待していない

期待していない 無回答 合計

性
別

年
齢
別

地
域
別
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【クロス集計】 

〇問 25 水道事業の満足度別 

「水道事業について満足している」と回答した方と「水道事業についてどちら

かといえば満足している」と回答した方を比較すると、「飲み水としての安全な水

道水」では 85％と 65％、「老朽化した水道管の更新等、健全な水道施設」では

68％と 52％、「施設の耐震化や応急給水の充実等、災害に強い水道」では 74％

と 54％となっています。 

また、「水道事業についてどちらかといえば満足している」と回答した方と「水

道事業についてどちらかといえば不満である」と回答した方を比較すると、「飲み

水としての安全な水道水」では 65％と 50％、「老朽化した水道管の更新等、健全

な水道施設」では 52％と 46％、「施設の耐震化や応急給水の充実等、災害に強い

水道」では 54％と 46％となっています。 

以上のように、水道事業について満足度が高いほど、水道事業の施策・取組へ

の期待は高くなっている傾向がみられます。 
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33.3 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

0.0 

16.7 

33.3 

50.0 

10.1 

0.0 

66.7 

50.0 

66.7 

16.7 

16.7 

33.3 

33.3 

50.0 

50.0 

44.9 

16.7 

0.0 

33.3 

16.7 

16.7 

33.3 

33.3 

33.3 

16.7 

0.0 

34.5 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

2.3 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 安全な水道水

② 健全な水道施設

③ 災害に強い水道

④ 環境にやさしい事業運営

⑤ 効率的な事業運営

⑥ 官民連携の積極的な導入

⑦ 広域的な事業運営

⑧ 充実した市民サービス

⑨ 料金水準

⑩ イベント、広報

⑪ 広聴活動

大いに期待している 期待している

あまり期待していない 期待していない

無回答 合計

65.1 

52.0 

54.4 

23.5 

18.7 

14.5 

17.9 

31.3 

42.5 

10.1 

9.9 

33.1 

44.7 

42.2 

51.8 

52.7 

49.7 

53.8 

55.9 

47.9 

44.9 

40.8 

1.4 

2.4 

2.9 

18.4 

21.7 

27.7 

23.5 

10.1 

8.0 

34.5 

36.9 

0.2 

0.2 

0.2 

5.0 

5.4 

6.0 

2.9 

1.8 

0.8 

8.3 

7.2 

0.3 

0.8 

0.5 

1.4 

1.5 

2.1 

2.0 

0.9 

0.9 

2.3 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 安全な水道水

② 健全な水道施設

③ 災害に強い水道

④ 環境にやさしい事業運営

⑤ 効率的な事業運営

⑥ 官民連携の積極的な導入

⑦ 広域的な事業運営

⑧ 充実した市民サービス

⑨ 料金水準

⑩ イベント、広報

⑪ 広聴活動

大いに期待している 期待している

あまり期待していない 期待していない

無回答 合計

84.9 

67.7 

73.5 

38.1 

27.8 

26.5 

30.6 

43.0 

51.5 

18.6 

17.5 

13.7 

29.6 

24.1 

38.8 

39.5 

39.2 

45.0 

39.2 

37.5 

38.8 

37.8 

0.0 

0.3 

0.7 

14.8 

19.9 

22.3 

17.5 

11.7 

6.9 

27.8 

28.9 

0.3 

0.3 

0.3 

6.2 

9.3 

8.2 

2.4 

2.4 

1.4 

10.3 

8.9 

1.0 

2.1 

1.4 

2.1 

3.4 

3.8 

4.5 

3.8 

2.7 

4.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 安全な水道水

② 健全な水道施設

③ 災害に強い水道

④ 環境にやさしい事業運営

⑤ 効率的な事業運営

⑥ 官民連携の積極的な導入

⑦ 広域的な事業運営

⑧ 充実した市民サービス

⑨ 料金水準

⑩ イベント、広報

⑪ 広聴活動

大いに期待している 期待している

あまり期待していない 期待していない

無回答 合計

50.0 

46.4 

46.4 

25.0 

28.6 

28.6 

21.4 

25.0 

35.7 

21.4 

17.9 

39.3 

42.9 

46.4 

28.6 

32.1 

50.0 

50.0 

57.1 

53.6 

25.0 

28.6 

3.6 

3.6 

3.6 

28.6 

25.0 

10.7 

17.9 

14.3 

7.1 

25.0 

21.4 

7.1 

3.6 

3.6 

10.7 

7.1 

7.1 

3.6 

3.6 

3.6 

21.4 

21.4 

0.0 

3.6 

0.0 

7.1 

7.1 

3.6 

7.1 

0.0 

0.0 

7.1 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 安全な水道水

② 健全な水道施設

③ 災害に強い水道

④ 環境にやさしい事業運営

⑤ 効率的な事業運営

⑥ 官民連携の積極的な導入

⑦ 広域的な事業運営

⑧ 充実した市民サービス

⑨ 料金水準

⑩ イベント、広報

⑪ 広聴活動

( )

大いに期待している 期待している

あまり期待していない 期待していない

無回答 合計

問 25．水道事業に「満足している」✕ 
問 27．水道事業の施策・取組に対する
期待度（Ｎ＝291） 

問 25．水道事業に「どちらかといえば
満足している」✕問 27．水道事業の施
策・取組に対する期待度（Ｎ＝664） 

問 25．水道事業に「不満である」✕ 
問 27．水道事業の施策・取組に対する
期待度（Ｎ＝6） 

問 25．水道事業に「どちらかといえば
不満である」✕問 27．水道事業の施
策・取組に対する期待度（Ｎ＝28） 



132 
 

問 27－１．水道事業に大いに期待すること（文章） 

 

 

117 の回答者から 133 件の期待することを頂きました。 

項目別には、「安心安全な水道水」（43％）、「料金の値下げ」（14％）、「美味し

い水道水」（9％）、「災害対策」（8％）、「広報・イベント」（6％）、「その他」

（6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 27－１．大いに期待されることがあれば、回答用紙の⑫の欄に簡潔にお書きくだ

さい。 

表　水道事業に大いに期待すること
項目 意見件数 構成比（％）

1 安心安全な水道水 57 42.9
2 料金の値下げ 18 13.5
3 美味しい水道水 12 9.0
4 災害対策 10 7.5
5 広報・イベント 8 6.0
6 その他 8 6.0
7 安定した事業運営 6 4.5
8 老朽化対策 4 3.0
9 行政による事業運営 3 2.3

10 断水対策 3 2.3
11 耐震化対策 2 1.5
12 検針業務の改善 2 1.5

合計 133 100.0
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問 28．意見・要望等（文章） 

 

 

183 の回答者から 195 件の意見・要望を頂きました。 

項目別には、「安心安全な水道水」（29％）、「広報・イベント」（15％）、「激

励・感謝」（11％）、「水道事業経営」（11％）、「その他」（7％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 28．最後に、その他水道事業や水道部について、御意見・御要望等がありました

ら、簡潔に御記入ください。（回答用紙に御記入ください。） 

表　意見・要望等
項目 意見件数 構成比（％）

1 安心安全な水道水 56 28.7
2 広報・イベント 30 15.4
3 激励・感謝 22 11.3
4 水道事業経営 22 11.3
5 その他 13 6.7
6 料金に関して 12 6.2
7 美味しい水道水 11 5.6
8 災害対策 11 5.6
9 老朽化対策 8 4.1

10 耐震化対策 4 2.1
11 検針業務の改善 3 1.5
12 節水対策 2 1.0
13 断水対策 1 0.5

合計 195 100.0
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【項目別の主な意見】 

１． 安心安全な水道水 

・毎日、安心して水を利用させていただいています。 

・日常生活の必需品ですので安全な水これからもお願いします。 

・水道水の安全性を高めてほしい。 

・水道事業を考えるきっかけになりました。これからも安全安心な水道水をお願い

します。 

・吹田市の水は安心して使用、飲用できていることに感謝しています。 

・飲用するのに安全な水を供給してください。 

・安全、安心の水道事業をお願いします。 

・安心、安全な水を期待します。老朽化した水道管では不安です。 

・PFOS・PFOA 問題が不安です。安心して飲めるお水を供給して下さい。 

 

２． 広報・イベント 

・同封の「すいすいビジョン」を見て初めて知る事が多く勉強になりました。SDG

ｓの取り組み、目標がわかり易く広報等で多くの市民の方々に啓発することで水

道事業の課題を身近に感じて頂けるのではないかと思う。 

・水の大切さは十分に知っているつもりでしたが、当たり前にいつもあると思って

いた部分もあり、もう少し情報に気をつけて市政ニュース等アンテナを張りたい。 

・上水道、下水道と生活には必要不可欠なもの。日々、有難みを感じています。水

の重要性等を積極的にアピールされてはどうでしょうか。 

・子どもは小学校からの社会見学で水道の施設へ行って学んできて水道水は安心

と思えたと思う。親子社会見学にして親世代も一緒に学べたらいいのにと思った。 

・アンケートを通じて初めて近所の災害給水所を知りました。 

・アンケートがきっかけで吹田市の取り組みがよく分かりました。 

・「すいどうにゅーす」は分かりやすくて、読みやすいです。 

・アンケートに同封されていた紙のパンフレットはもったいない。水道部のＨＰ掲

載&リンクの案内でもいいのではと思った。 
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３． 激励・感謝 

・命の水です。水道関係者のみなさん頑張って下さい。 

・必要な時に水道水が蛇口をまわせば出てくることに感謝しています。 

・水の大切さがわかりました。 

・現場で作業をしている方に感謝しております。 

・これからも市民の為、企業努力お願いします。 

 

４． 水道事業経営 

・命の水なので、税金を投入してでも、民営化する事なく運営することが望ましい。 

・水道水のような生命に直結する事業は民間に委託すべきでない。事業の効率化な

ど考えないで欲しい。 

・水道は最も基本的インフラであり税金を導入してでも「官」の事業として運営す

るべき。 

・上下水道との一体化の充実。 

・市民にとって必要不可欠なインフラなので市民が安全で安心できる水道事業の

運営をお願いします。 

 

５． その他 

・江坂染の井公園の水飲場の止水栓付近から水漏れがあり公園の係に電話したが

未だに改善されていない。 

・マンホールのふたの開け方。掃除がしたい。 

・普段、何気なく使用している水道に関して、今回のアンケート調査に協力するこ

とで水道について自分の中での意識づけになった。 

 

６． 料金に関して 

・他の市町村の水道料金は知りませんが年金生活には公共料金が重くのしかかっ

ている事は事実です。 

・水道料金を極力上げないことをよろしくお願いします。 

・安くするための努力をお願いします。 

・この物価高の中で絶対必要な水を出来るだけ料金が安価になるとうれしい。老朽

化等、課題はたくさんあると思うが節水の努力はするので、がんばって頂きたい。 

・ひとり親世帯への水道料金減額を検討してほしい。 
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７． 美味しい水道水 

・大阪市レベルのおいしい水の提供。 

・生水は臭いが強く、沸かしてから飲むようにしています。 

・吹田市の水はおいしいと思う。 

・吹田の水は浄水器がなくても、おいしいので、その品質を保っていって欲しい。 

・よりおいしい水道水にして欲しい。 

 

８． 災害対策 

・災害に強く安定して供給されることに期待しています。 

・災害の時に給水所まで行けない人の為に巡回して給水してほしい。給水缶とか袋

も用意していない人用に備蓄しといてほしいです。 

・災害にも強い水道管をお願いしたい。安心、安全な水道水を守ってほしいと思い

ます。 

・安定供給、災害時の早い復旧のための準備をお願いします。 

 

９． 老朽化対策 

・早めの老朽化対応。 

・水道管の老朽を改善して下さい。 

・今後、税金を投入する必要があるのではないか。老朽化問題の解消の為に。 

 

１０． 耐震化対策 

・地震に強い水道管で安心して水の供給ができるようにしていただきたいです。 

・最近水道管の耐震工事をよく見ます。市民としてありがたいなと思っています。 

 

１１． 検針業務の改善 

・水道をどれだけ使用しているかをアプリで確認できるようにしてほしい。節水、

節約につながると思う。 

・マンションの為、個別の検針ではなくなり水道料金、使用量が本当にその料金、

量なのかわかりづらい。マンションでも個別の検針員の方が調べた使用量で支払

いたいが、どうしたらいいのか。 
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１２． 節水対策 

・節水をしようと思いつく事をやったがあまり効果がなかった。節水の方法があれ

ば教えてほしい。 

 

１３． 断水対策 

・断水の際は、早く復旧を。情報を早く住民に知らせてください。 
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３．資料編 

Ⅰ．調査票 
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